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大管長会 メ ッセー ジ

い まし

「隣人を警むる 責任 あ リ.」

大管長

ス ヘ ンサ ー ・W・ キ ンボ'一 ル

福 音に改宗 した人はだれも・他の人々に真理 を教 えると
い う責 任 を回避 してはな らない。 人々 に真理 を教 え る

ことは，私 たちの特権 であ り，義務 であ る。 これ は主 の戒

め である。 ヒーバ ー ・J・ グラン ト大 管長 は次の ように述

べ て いる。

「一番 大切 な第一 の戒め は
，心 を尽 くし，勢 力 を尽 くし，

思 い を尽 くし，体 力 を尽 くして主 な る私 た ちの神 を愛す る

こ とであ る。 第二 もこれ と同様 で， 自分 を愛 す る ように 自

分 の隣 人 を愛す る こ とで ある。 そ して， 隣 人に私 たちの 愛

を示 す最 もよい方 法 は， 出 て行 って主 イエ ス ・キ リス トの

福 音 を宣 言す るこ とであ る。主 は， 福音 が神 よ り与 え られ

た もの であ る とい うこ とを知 識 として はっ き りと私 た ちに

告 げ知 らせ て下 さ った。」(Co嘘7醜6θR勿oπ 「大会 報告 」，

1927年4月 ，p.176)

数 年 前，私 は 「教 会員 の若 い男性 はすべ て伝 道 に出 るべ

きで しょ うか」 とい う質 問 を受 け た こ とが ある。 その時，

私 は主 の言葉 を引いて，「ふ さわ しい男性 はすべ て 出るべ き

です」 と答 えた。 主は， すべ ての ふ さわ しい男性 が伝 道 に

出 る ように望 ん でお られ る。従 って 自分 はふ さわ し くない

と思 う人は， ふ さわ し くな る よ うに今 す ぐ準備 を しなけ れ

ば な らな い。主は次 の よ うに命 じてお られ る。「わが教 会 の

長老 た ちを遙 かに離 れ た る諸 々の 国民 に遣 わ し， また海 の
と

島々に至 らしめ， また外国に遣わ して万国の民 を訪わしめ，
と

まず 異邦 人 を訪 い次 にユ ダヤ 人に至 ら しめ よ。」(教 義 と聖

糸勺133：8)
り もも

へ

この よりに，全世界の長老たち，長老に聖任 される年齢

に達 した教会の若い男性は，伝道に出ることをひたす ら望

み ，その準備 をする必要が ある。現在，教会の若い男性 で

専任宣教師 として奉仕 している人の数は，全体の約3分 の

1に す ぎない。3分 の1で は 「すべての若い男性」 とは言

えない。

また，このように尋ねる人がいるか も知れない。「すべ て

の若い女性 も伝道すべ きですか。それに父親 も母親 も。教

会員はすべて伝道 しなければなりませ んか。」答えは然りで

ある。男性 も女性 も子供 もすべて，すなわち若人 も少年少

女 も皆伝道すべ きであると，主は答えておられる。これは，

専任宣教師 として正式に召 しと任命を受けて外国に伝道に

行かなければならないという意味ではない。そうではな く，

私たちの受けている福音が真実であるこ とを証する責任が，

私たち一人一人にあ るということである。すべての人に親

戚や隣人，友人，職場の仲間がいる。私たちの責任は，模

範 と教 えによって彼 らに福音の真理を伝 えることである。
いまし

「その 警め を受 け しこ とあ るす べ ての人 はその隣 人 を警

む る責 任 あ り」(教 義 と聖約88：81)と ， 聖典 にはすべ ての

教会 貝に伝 道す る責任 の あ るこ とが はっ き りと述べ られて

いる。

この神権 時代 の予 言者 たち も， 伝道 がすべ ての 会貝の責

任 であ る こ とをは っ き りと教 えてい る。デ ビ ッ ド ・0・ マ

ッケ イ大 管長 は， その原則 を 「す べ ての会員 は宣教 師で あ

る」 とい う，私 た ちの奮 起 を促す 言葉 で説 いて いる。(「大

会報告 」，1959年4月 ，p.122)

同 じ神 の王 国の会 員で あ る兄弟 姉妹 の皆 さんが， 主か ら

委任 を受 け，主 の使者 と して まだ教会 員 とな っていない兄

弟姉妹 に主 の み言葉 を伝 え るこ とは，何 とい う胸 踊 る経験

であ ろ う。 ここで少 しそ の役 割 を逆 に して， つ ま りあな た

が教 会員 でな く， 現在教 会 員 でない あな たの隣人 が末 日聖

徒 であ る と仮 定 して考 え てみ よ う。 あな たは福 音 を分か ち

合 って欲 しい とは思 わな いだ ろ うか。 また， それ まで知 ら

なか った新 しい真 理 を知 って喜：びは しな いだ ろ うか。真理

を教 えて くれ た隣 人 に対 して愛 と尊敬 の気持 ちを抱 くよ う

に な りは しな いだ ろ うか。 答 えは もちろん 然 りであ る。

聖典 に は， 福音 が全世 界に宣べ 伝 え られ る こ とがは っ き

りと示 されて い る。救 い主 は昇天 す るに先立 って弟 子た ち

をオ リブ 山の頂 に連 れて行 かれ た時， この こ とを強調 し，

次の よ うに言 われた。「あなたが たは ∴…エ ルサ レム，ユ ダ

ヤ とサ マ リヤ の全 土， さ らに地 のは て まで， わ た しの証 人
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とな るであ ろ う。」(使 徒1：8)今 日の 主の弟子 た ち も同 じ

命令 を受 けて いる。「地の はて まで」、とい う主 のみ言葉 は，

次の聖句か らも確か にすべ て の大陸 に住む 人々す なわ ち全

世 界の 人々 を指す もの であ るこ とが わか る。

「汝 は異邦 人にわが名 を証す るのみ な らず
， またユ ダヤ

人に も然すべ し。 また，世 の隅 々 まで もわ が言葉 を遣 わす

べ し。」(教 義 と聖約112：4)

確 か に主 のみ言葉 に は意味が あ る。「あ らゆる国民」，「あ

らゆ る土地」， 「地 の果 て」， 「あ らゆ る国語 の民」， 「あ らゆ

る人々」 とい った言葉 は， 昔 も今 もす べて の人々 を意味 す

る。人類 は天父の下 にお け るひ とつ の家族 であ り，私 たち

は この家族 の一 人一 人 に福 音 を伝 える よ うに とい う戒 め を

与え られ てい る。

改宗者 がい なけ れば教会 は 力 を失 い，滅 びて しまうだろ

う。 しか し， 教会が伝 道 活動 を行 な う最大 の理 由 は， 福音

を聞 き受 け入れ る機会 を世 の 人々 に与 えるこ とであ る。聖

典 には，福音 を教 え るこ とに 関 した戒 め と約 束，要 求 と報

いが数 多 く記 され てい る。私が ここで こ とさ ら戒 め とい う

言葉 を使 ったの は， 戒め とい う言葉が ，私 た ちが逃 れ る こ

との できない断 固 とした指 示 であ る ように思 えるか らであ

る。私 たち主の教会 の会 員は皆， 伝道 活動 を行 な うだ けで

な く， この世 に住 むすべ ての 天父 の子 供 たちに福 音 を伝 え

なければ な らない。 これが戒 めで ある こ とは明 白であ る。

主 は，私 た ちが 主の み言葉 を伝 え る時， 主の力 が共 にあ

るよ うに求 め るこ とが で きる と教 えてお られ る。 主 は言わ

れた。「わた しは，天 にお いて も地 に おいて も，い っさいの

権 威 を授 け られ た。」そ して次 の節 で，この権威 を どの よ う

に用 いなけれ ばな らないか につ いてひ とつ の事柄 を示 して

お られ る。「それ ゆ えに，あな たがた は行 って，す べ ての国

民 を弟子 として， …… あ なたが たに命 じてお いた いっ さい

の こ とを守 る ように教 之よ。見 よ。わた しは世 の終 りまで，い

つ もあなたが た と共 にい るので ある。」(マ タイ28：18-20)

伝 道 活動が まさ し く主 のみ業 で あるな らば， また主の権

能 に よ りそれが推 し進め られ る とす るな らば， なぜ私 たち

は末 日聖徒 として人々に福 音 を宣べ伝 え るこ とを恐れ た り，

ため らった りす るのだ ろ うか 。

主は予 言者エ レ ミヤ に言 われた 。「見 よ，わ た しは主 であ

る，すべ て命 ある者の神 で あ る。 わた しにで きない事 があ

ろ うか 。」(エ レ ミヤ32：27)主 は 御 自分 の望 む事柄 をすべ

て果 たす こ とが で きる と私 は信 じてい る。主 は確 かに，福 音

が地上 のすべ ての 人々に伝 えられ るこ とを願 って お られ る。

主は伝道 活動 に必要 な門戸 を開 くだけ でな く，伝 道の業

に携 わ る人々 と共 にい る と述べ てお られ る。 この神権 時代

の初期 に， 主は十 二使徒 評議 員会会長 に次 の よ うな約束 を

下 され た。 この 原則は，今 日主のみ業 に携 わ るすべ て の人

人に 当ては まるものであ る。

「この故 に
， 彼 らの汝 を遣 わす ところへ は何所 にて も出

で行 くべ し。然 らば われ汝 と共 に在 らん。 されば ，如何 な

る所 にて も汝 わが名 を宣ぶ る所 には， 人々の わが 言 を受 け

入れんが ため汝 に有 効 な る門戸 開か るべ し。」(教 義 と聖約
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112：19)

従 っ て，宣 教師 で ある私 た ちは，何 も迷 うこ とな く，備

之を し， 伝道 の業 に従事 しなければ な らない。福音 を教 え

るこ とに 関す る限 り，開 くこ との で きない扉 は世 界の どこ

に もない ので ある。準備 が で きて いな いのに主が 門戸 を開

い て下 さる訳 はない。私 た ちに入 る備 えがで きた時に は じ ・

め て， 主 はす べ ての伝道 の 門戸 を開いて下 さる と，私 は思

う。 そ して， その時 に私 たちが伝道 を始 めな ければ， その 、、

責任 は私 た ちにか か って くるで あろ う。伝 道 に関 してその

義務 を果 た さなければ， 義務 を果 た してい た ら救 われ たか

も知 れ ない人 々につ いて，神 は私 た ちに責任 を負 わせ られ

る と， 私 は確 信 して いる。

宣教 師 としての私 たちの役 割 は， 福音 が真実 で あるこ と

を人々 に確 信 させ るこ とが 第一 では ない。 もし主が この業

の神性 さ を人 々に確信 させ る こ とを第一 と考 えてお られ る

とした ら，大 多数 の 人が比較 的短期 間 に真理 を知 るこ とが

で きるよ うな方法 で ご自分 の権威 をお示 しにな るこ とだ ろ

う。 その気に なれば， 主 は御 自 ら言葉 を出 だ し，地上 のす

べ ての民 は 自らの言葉 で それ を聞 くこ とだ ろ う。 あ るい は，

空 を主 のみ言葉 で飾 り，世 界 中の人が それ を読 む であ ろ う。

しか し， この よ うな方法 で確 信 を得 た人は，真 に生 活 を良

い方向 に変 え，罪 を悔 い改め て義 にか な った生活 を しなけ

れば， 前 よ りも一層 悪 くな り，聖 霊 の ささや き も感 じな く

な って しま うで あろ う。

主 は， 主 の子供 た ちに ご 自分 のみ業 を確信 させ る こ とを

第一 とは考 えてお られ ない。 主は， 彼 らが福 音 に改宗す る

こ とを望 ん でお られ る。 真 に福 音に 改宗 した人は， 過去 の

罪深 い生活 を変 え， キ・リス トに従 った新 しい生活 をす る よ

うに な る。 その生 活に は まこ との 「改宗」 の姿， すな わち

変化 があ る。古代 の使徒 パ ウロは， それ を次の よ うに表現

してい る。

「だれ で もキ リス トに あるな らば
， そ の人は新 し く造 ら

れ た者で あ る。古 い ものは過 ぎ去 った，見 よ，すべ てが新

し くな ったので あ る。」(IIコ リン ト5：17)

実 際 ，宣教 師 はだれ をも改 宗 させ な い。改宗 させ るの は

聖霊 で ある。人 を改宗 に導 く力は直接 に聖 霊 と交 わ るこ と

に よ りもた らされ る。 なぜ な ら， だれ も聖 霊 の力に よ らず

に真 実の 改宗 を し， イエ スが キ リス トであ るこ とを知 る こ

とはで きないか らで あ る。 とは いえ，人 の改宗 に宣教師 と

会貝 は必要 欠 くべ か らざる存 在 であ る。私 た ちは福音が 稟

実 であ る とい う証 を述べ なければ な らない。私 た ちの証 は，

人々の改宗 に火 をつ け る火花 の よ うな ものな のであ る。従

って 当然 の こ となが ら， 私 た ちに はふ たつ の責任 が ある こ

とに なる。私 たちは 自分 が知 ってい るこ と，感 じて いる こ

と， また過 去 に感 じた こ と， それ らを証 しなければ な らな

い。 また， 聖霊 を伴侶 として，力 あ る生 きた 言葉 を求道 者

の心 に伝 え られ るよ うな生 活 を しなけ れば な らない。 この

ふたつ であ る。

主 は，私 た ちが福 音 を分か ち合 う度合 に応 じて素晴 ら し

い祝 福 にあずか るこ とが で きる と約束 され た。私 た ちが幕



のか なたか ら助 け を受 け るな らば，霊 的な奇 跡が起 こるで

あ ろ う。「誰 にて も汝 らを受 け入 るる者 に は，われ もまたそ

こに あ らん。 そは， われ汝 らの前 に先 立 ちて行 くべ けれ ば

な り。 われは汝 らの右 に在 り， また左 に在 らん。 わが 『み

た ま』 は汝 らの心 の 中に在 り， また わが天使 らは汝 らを囲

みて懐 き支 えん。」(教 義 と聖 約84：88)

私 た ちの罪 は，私 たちが 自らの 身 と霊 をキ・リス トに委 ね，

確 固 と して世 の 人々 に証 を述べ る時，一 層速や か に赦 され

る， と主 は言 ってお られ る。 そ して私 た ちは皆， 罪の赦 し

を得 るため に必要 な特別 の助 け を求 めている(教 義 と聖約

84：61参 照)。教義 と聖約 第4章 は伝 道 に関す る聖 句 の 中で

最 も重 要 な ものの ひ とつ で あ るが，その 中で私 た ちは，「す

べか ら く心 をつ くし，勢 力 をつ くし， 思 い をつ くし，体 力

をつ くして」主 の伝 道 の業 を果 たす な らば，「終 りの 日に臨

み て神 の前 に智 な くして立 たん」 と言 われて い る(2節)。

さ らに，主 は次 の よ うに言 ってお られ る。「而 して汝 ら も

し生涯今 の世 の 人々に 向いて悔 改め を叫ぶ こ とに力 を尽 し，

唯一 人の人 た りともわ れに導か ば， わが御 父 の国 に於 て彼

と共 に汝 らの悦 び如 何 ばか りそや。

さて，わが御 父 の国 にわれ の許 に導 きた る唯一 人 の人 に

つ きて汝 らの悦び大 い な らば， 汝 らもし多 くの人 を導 き来

らば その悦 びは果 して如何 ばか りそや 。」(教 義 と聖約18：

15-16)

私 た ちの 目標 は，将 来バ プ テスマ を受け て神 の王 国に入

る霊的 な備 えので きた天 父の子供 たち をで きるだけ早 く見

いだす こ とであ る。 その最 も良 い方法 は， あ なたの友 人，

親戚， 隣人，知 人 を早 く専 任宣教 師 に紹介 す るこ とであ る。

長 い期 間フ ェロー シ ップす る必要 もなけれ ば，絶 好 の時 を

待 つ必要 もない。必要 なのは， 彼 らが 選民 で あるか ど うか

を見分 け るこ とで あ る。「わが選 民は わが声 を聞 き，その心

を頑 固にせ ざれば な り」(教 義 と聖約29：7)と あ るか らで

あ る。 彼 らが福 音 を聞 き，福 音 に心 を開 くか ど うかはす ぐ

に わか る。 も し彼 らが 耳 を傾 けず， その心 が頑 固で，疑 い

を持 った り否定 的 な意 見 を述べ た りす るよ うであれば， そ

っい っ人は まだ準備が で きて いな いので ある。 しか しその

場合 も， 引 き続 き彼 らに愛 を示 し， フェ ロー シ ップの手 を

差 し伸べ て，次 の機会 を待 つ よ うに しな さい。 そ うす れば

彼 らの友情 を失 うこ とな く， 一層 の尊敬 を得 るよ うに な る

であ ろ う。

もちろん準備が で きて いな い とわか ればが っか りす る。

しか し， だか ら と言 って何 もか も永久 に失 って しま うわけ

ではな い。宣教師 の訪 問 を断わ った とい うだけで友 人 を失
㌧へ

、

っ人はだれもいない。教会員であれば，それまでの友情や

特別な関係に対 して何の恐れもな く交わ りを続けてい くこ
聾とができるはずである

。人によっては教会 に入るのに他の

人よりも時間がかかる場合 がある。その場合 も，教会貝は

フヱローシップを続け，後 日再び機会 を捉えるように しな

ければならない。進歩が見 られないか らといって気落ち し

てはいけない。数 多 くの逸話が忍耐す ることの価値 を教え

ている。

現在，一部の地域 において教会員の伝道が著 しい成功 を

収めている。彼 らは福音 を聞 く準備のできた多 くの家族 を

宣教師に紹介 し， 自分の家庭や相手の家庭で福音のレッス

ンが行 なえるように している。その結果，宣教師は朝か ら

晩までそれらの家族 に教 え，働 きかけ，彼らをバプテスマ

に導 くのに多忙 をきわめている。

効果的な伝道活動 の理想の姿は，教会員が求道者を見い

だ し，専任宣教師が教えることである。 この方法をとれば，

従来の伝道に関す る多 くの問題は解決す るであろう。会貝

が求道者を見つけ，一人一人がフェロー シップに関心を持

つならば，途 中で来な くなる求道者はほとんどいないし，

またそのような会員の愛を受けてバプテスマを受けた人は，

後々 も積極的に主のみ業 に参加する.。このように会貝が主

体 となって伝道 した場合の もうひとつの利点は，た とえた

またまの交流ではあっても，モルモンが特別な健康法を持

っていること， 日曜 日は教会で過ごし魚釣 りや ゴルフには

出かけないこと， さらには教会のプログラムに対 して喜ん

で寄与 していることを，求道者がいち速 く感 じることであ

る。(知恵の言葉や安息 日を聖 く守ること，什分の一や断食

献金，予算，建築資金，宣教師資金などを納めることを教

えられて も驚かない し，容易に納得できる。)

教会員は家族全員 を照会す るように努力しなければなら

ない。宣教師はひとりの人でも教えるが， しか し彼らは家

族全員 を教会に導 くため特別に遣わされているのである。

家族は個 人よりもはるかに強い。家族の中にひとりでも強

い人がいれば，その人は家族全員が教会活動 にいつでも積

極的に参加す るよう助け ることができるし，家族のだれか

が怠慢になった時解決の手を差 し伸べ ることもできる。

私たちは，ステー キ部宣教師と専任宣教師が完全に一致

協力 し， また教会貝が広 く御 父の他の子供たちに福音の門

戸 を開 くように願っている。そのための主たる方法は，教

会の組織 とプログラ.ムを伝道活動のために利用することで

ある。神権および各補助組織の役貝，教師， ならびに会貝

は， 自らの組織の秩序 を保 ち， まさしく山の上の光 となっ

て，全世界にその光 を輝かすように しなければならない。

神権 コー リレー ションの下で伝道活動 を行なうことの必要

性は，い くら強調 しても足らない。会員か らフェローシッ

プを受け，教会プログラムに結びついた求道者は，容易に

積極的で忠実な会員になるからである。またもうひとつの

方法は，教会貝全員が新 しく教会に入った人のフェローシ

ッピングを行 ない，友 とな り， また彼 らを励 ますことによ

って伝道活動 に絶 えず積極的に従事す ることである。

最後に，予言者 ジョセブ ・ス ミスの言葉を引用してまと

め としたい。「神の真理はあらゆる大陸 を貫 き，……あらゆ

る耳に響 きわたるまで，すなわち神の 目的の成就するまで

堂々 と進み行 くであろう。」(廊 孟oηoゾ伽C伽%功 「教会

歴史」4：540)ま た，次のような重要 な啓示がある。「誠に

その声はこの地よ り出で行 きて，全世界 と世 のあらゆる隅

隅 までも及ばざるべか らず。すなわち，わが福音はあらゆ

る人々に説 き教えられ ざるべからず。」(教義 と聖約58：64)
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会員の伝道を

成功させるための提案

七十人第一定員会会長

フランクリン ・D・ リチャーズ長老との対話より

リチ ャーズ長老 ：伝 道活動 は， 人々 に幸福 を もた らす非常

に大切 な プロ グラムです 。私 たち は人々 に福 音 を分 か ち合

お うとす る時に， 自分 自身の生 活 に喜 び を見 いだ し， また

すべ ての事柄 に適切 な優先 順位 をつ け るこ とが で きます 。

主が言わ れた よ うに，私 た ちには それ ぞれ， 他 の人々 が主

を見 いだせ るよ うに助け る とい う生涯 の仕事 が与 え られて

い るの です 。

聖徒 たちに私 た ちの 目的 は何 で しょ うか と尋 ね る と， あ

る人 は福 音 を全世 界 に宣 べ伝 えるこ とです と言い， また あ

る人 はモルモ ン経 をあ らゆる家庭 に置 くこ とです と言い ま

す。 また，世 の人々 に警告す るこ とです と言 う人 々 もい ま

す。 この よ うにい ろい ろな返 事が 返 って きますが，つ まる

ところ，「改宗者 のバ プテ スマ」 とい うこ とです 。これが私

たちの 目的 なのです 。です か ら， 何 であ ろ うと， その 目的

に向か ってい る事柄 はみ な価 値 があ るわけ です。

「で は教 会員 は どの ような方法 で
， その よ うなバ プテ スマ

に貢 献 で きるで しょうか?」

リチ ャーズ長 老 ：会 員が伝 道す る容 易な方法 には3つ あ る

と思 います。 まず 第一 に，聖 句に あ るよ うに， 人々が あ な

たの善 い行 な い を見 るこ とので きる よ うにあ なたの光 を輝

かす こ とです。福 音 の原則 に従 って生活 して いる会員 の善

い行 ない を見て教 会 に入 る人が，毎年 ，何 万 人 もい ます 。

しか し，他 の事柄 に気 をと られ ていて，教 会 には関心 もな

けれ ば， 入 りもしな い といった 人々 も大 勢 います。 第二 の

方法 は， 私 たちが黄金 の質 問 と呼 ん でい る質 問 をす るこ と

です 。「モルモ ンにつ いて何 か御 存知 ですか 」 と尋 ね，相 手

の返 答次第 で，「もっ と知 りた い とお思 い です か」と聞 き ま

す。第三の方法 は， 友 人や 近所 の人 々 を教会 の集会や 活動

に誘 うこ とです。

「一 部の教会 員 は人 に福 音 を学 ぶ機 会 を与 え るこ とに積極

的で はあ りませ んが， それ はなぜで しょうか?」

リチ ャーズ長 老 ：相 手 の心 を傷 つ け るの では ないか と恐 れ

てい るか， 信仰が 弱 いか の どち らか です 。あ るいは， その

両方か も知 れ ませ ん。 けれ ども， こ う した状態 は悲 しい こ
かたくな

とです 。「わが選 民は わが声 を聞 き，その心 を頑 固にせ ざれ

ば な り」(教 義 と聖約29：7)と 主 はお っ しゃってい るか ら

です。私 た ちの務 め は，教会 員 でな い人々 を皆教 会 に連 れ

て くるこ とで はない と思 い ます。選 民 を集め るだ けです 。

それ では， ど うすれ ば選 民 であ る こ とが わか るか と言 っこ

とにな りますが， 主 がお っ しゃって い るよ っに，選 民 は王

の声 を聞 き，何 らか の行動 を とるはず です 。あ る人は，今

「選 民」 で はないか もしれ ませ ん。 また， これか ら1年 後

に も 「選 民」 では ないか もしれ ませ ん。 しか し生涯 の あ る

時期 に， 彼 は心 を改 め，選 民 にな る可 能性 が あ ります 。 こ

うい うわけ で， 私 た ちは生涯，休 み な く， 主の 声 を聞 く機

会 を人々に与 え続 け るのです 。ほか に何 か私 たちに で きる

こ とがあ るで し ょうか 。主 は私 たち全員 に，数 多 くの機 会

を与 えて下 さっては いない で し ょうか。 私 たちは成長 して

主 の よ うにな るな らば， 人 々に対 して主 と同 じ思 い を抱 く

こ とで しょう。 ですか ら，主 よ り与 え られ た責 任 を果た そ

う と決意 し，主 の言葉 を素 直に受 け取 る よ うに して下 さい。

そ うす れば主 は道 を開い て下 さるで しょう。 そ うす ること

が 大切 であ り， 基本 であ り， 成功へ の鍵 なのです。

1年 前 に飛行機 でア イオワへ 向か った時 の こ とです。私

の隣の席 の乗客 は， ユ タ州 立大 学の若 い学生 で した。 そこ

で彼に，学校 は ど うですか と尋 ね る と，「大 好 きです」 とい

う返事 で した。 そのわけ を尋ね る と， 学生 た ちが 良 いか ら

とい うこ となの です 。私 は彼 の名前 と住所 を尋 ね，ふ た り

の若 い宣教 師 を送 って もよいか ど うか聞 きま した。 それか

ら6ヵ 月後，私 は宣 教師 か ら手 紙 を受け取 りま した 。彼 と

両親 と， その他 に3人 の家族 が その週 にバ プ テスマ を受 け

た との こ とで した。

また，数 ヵ月前 に，私 は空 港 でひ とりの 人 と話 をす る機

会が あ りました。私 は彼の ことを尋 ね， 次 に 自分の こ とを

話 した後 に，「モル モンの宣教 師 になった ような気が します 。

ところ で， モル モ ン教会 につ い てお知 りに な りたいで し ょ

う」 と言 い ま した。す る と彼は知 りたい との こ とで した。

そ こで私 は彼 の名前 と住所 を聞 き，ふ た りの教 会員 を訪問

させ て もよいか ど うか 尋ね ました。 それか ら3，4週 間後，

素 晴 ら しい経験 を綴 っ た手 紙が私 の もとに届 きま した。

私 は， 主が 多 くの選 民 を私 たちの歩 む道 に置 き， 私 たち

に近づ けて下 さ る と考 えて います。 そ して， その人 と真理

の橋渡 しをす るの は私 たち なのです 。

伝道 す るには時が あ ります。 何 人 もの 人々が居合 わせ ，
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多忙 をきわめ て い る所 で福 音 につ いて もっ と知 りた いか ど

うか尋 ね て も，効果 は あ りませ ん。 ひ とりで いる時に話 し

かけ るよ うに して下 さい。 その時 に， 堅 い信 仰 を もって笑

顔 で話 しか け るな らば， か な りの人 々が それに応 え るこ と

で しょう。 その よ うにす れば， だれ で も2，3ヵ 月毎 に少

な くともひ と りは宣 教師 に紹介 で き る と思 い ます 。

「福音 を分 かち合 い たい とい う気 持 ちの強 い会員 もいれ ば
，

そ うで ない会 員 もい ます 。そ の ような気 持 ち を持 つ には ど

うす れ ばよいか，助 言 をい ただ けますか?」

リチ ャーズ長 老 ：この種 の質 問 をよ く受け ます。 この よう

な気持 ちを持 つ ため に は， 毎週 ， また必要 で あれば もっ と

頻繁 に， ジ ョセ ブ ・ス ミスの証 を読 む こ とです。 その証 は，

「高価 なる真 珠」 に あ ります
。 この証 を読 む な らば， 回復

された業 に対 す る強 い気持 ち を抱け ます。 この こ と存私 は

約 束 します 。 ジ ョセ ブ ・ス ミスの証 は私 たちの メ ッセー ジ

の中軸 をなす ものです。 天 は確 かに 開 き， 父 なる神 とその

御子 は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を訪 れ ま した。 そ して， 主

のみ手 の器 であ る彼 を通 して， 完全 な福 音 が 回復 され， ま

た神 のみ名 に よって行 な う権 威が 回復 され， 教会 が再 び建

て られ たのです 。そ の結 果，私 たちには今 日，教 会の頭 と

して立つ予 言者 がい ます 。 これが私 た ちの メッセー ジです。

私 た ちは この メ ッセー ジ を本 当に理解 す れば，進 ん でこれ

を人々 に話 したい と思 うこ とで しょう。私 は周 囲の人 々に

ジ ョセブ ・ス ミスの証 のパ ンフ レ ッ トを渡 す のが 大好 きで

す。私 は まず 自分 で読 み， それか ら人々 に渡す ように して

い ます。 これ は話 の きっか け をつ くる とて も良 い機会 です。

「生涯 の伝 道の召 しを立 派 に果 たすため の方法 は ほか に も

あ りますか?」

リチ ャーズ長老 ：確 か に あ ります。 見つ け，教 え るこ とは，

改宗者 を得 る過程 の ひ とつ に過 ぎませ ん 。 も うひ とつ 非常

に大切 なのは，教 える宣教 師 と協 力 して求 道者 に働 きかけ

るこ とです。特 に，働 きかける という言葉 を強調 した いと思

います 。関心 を示 してい る人々 に働 きか け る時間 を もっ と

取れ ば， もっ と大 きな効 果 を上 げ るこ とが で きる と確信 し

て います 。すべ ての 改宗 にはふ たつ の面 が あ ります 。ひ と

つ は教義 的 な面(こ れ は普 通， 宣教 師が与 えます)， もうひ

とつはフェロー シッピングです。後者 は教会 員 の示す 愛です 。

教会 に入 った人々 のほ とん どは， 生活 の場所 がか わ って

きます。人 々には友 だ ちが 必要 です し， 私 たち も皆， 友 だ

ちを必要 として います。 ですか ら， 新 し く教会 に入 った 人

人 は， 生活 も一 部か わ り， 友だ ち も幾分 か わって き ます の

で，心 か らのフ ェロー シ ップに よる社交 面，情 緒面 の支 え
7㍉

が必要です。また，生涯楽 しい交際が持てることをその心

に感 じさせ ることが大切 です。これはすべての会員にで き
・ることです

。そのために，ワー ド部伝道主任は，宣教師や

補助組織指導者，ならびに会貝 と早急に調整 を図る必要が

あります。

例えば，宣教師が今夜，子供がふた りいるジ ョー ンズ家

族に教えるとします。そうしたら，翌 日は宣教師に頼んで，

扶助協会の姉妹 をふた りその家庭に連れて行って もらいま

す 。それ はこれか ら1ヵ 月の間，彼女 た ちが ジ ョーンズ夫 人

に働 きか け， 彼女 を扶助協 会 の集会 に招 くことが で きるよ

うにす るため です 。 またその翌 日は宣教 師に頼ん で，初 等

協会 のだ れか を連れて行 って もらい，初 等協会 の ことを説 明

し，子供 たち を集会 に招 くよ うに します。さ らに翌 日，宣教

師 はその家 庭 を訪 れ，十代の子供 を青 少年の夕べ に招 きます。

ジ ョー ジア州サバ ンナの教会 の支 部 を訪 問 した数年 前 の

こ とを思 い出 します。私 た ち夫 婦 は，扶助協 会 の食事会 に

招か れ ま した。「素 晴 らしい扶助 協会 です ね。一体サ バ ンナ

支部 に は何 人の会 員が い るのですか 」 と私 は尋 ね ま した。

す ると，「そ うです ね，姉妹 は40人 ほ どです」 との会 長の返

事 で した。「で も今 朝 は40人 以上 い らっ しゃい ますね」と言

うと，「はい。今 朝 の出席者 は84人 です 」とい う返事 で した。

求 道者 と会貝 の友 だ ちが大勢 出席 してい たのです。すべ

て教 会貝 が 「働 きか け」，フェ ロー シップ していたの で した。

フェ ロー シ ッピ ングは， 家族 の一部 しか 会員 ではな い家庭

に対 して特 に効 果的 です。

ステー キ・部 には，平均 して450人 の長 老見込 み会 員が い

ます。 そ して約60パ ーセ ン トが既婚 者 で，奥 さん は教会 員

では あ りませ ん。つ ま り，約300人 は教 会員 では ない とい

うこ とにな ります。 その ほかに，教 会 貝で ない御主 人 を持

つ姉 妹 も大勢 い ます 。 その数 は大体150人 で す。言 い換 え

れば， 家族の一 部 しか会員 で はない家庭 が450軒 あ ること

にな ります。 それ に子供 を加 え る と， も う100人 増 え ます。

つ ま り専 任宣教 師 とス テー キ部宣 教 師が教 え， 家族 の一 致

を もた らし，神 殿 に入れ る よ うに助 けなけ れば な らない 人

人が これほ どい る とい うこ とです。

私は グルー プ で教 え るこ との効 果 は大 きい と信 じてい ま

す 。 しか し， これ ら450人 とその配偶 者 を無 作為 に グルー

プ分け は し ませ ん。 その ため に よ く考 え，祈 り，幾 つか に

組分け します 。若 い夫婦， 中年 の夫婦 ，老年 の夫婦 に分 け，

さ らに細分化 します 。け れ ど も年 代 に分け たか らと言 って，

同年代 の人 ばか りに関心 が ある とい うわけ では あ りませ ん。

受 け た教 育や職 業， また関心事 等 も考 慮 しては どうで し ょ

うか。 よ く祈 ってこれ らの家族 を相似 か よ った グループ に

分け て教 え るよ うにす る と，素 晴 らしい成 果 を上 げ るこ と

が で きます 。

私 は この伝 道方法 の成功 例 を知 って い ます。 そのス テー

キ部 では， ステー キ部長会 ある いは高等評議 員が訪 問 して，

「兄弟
，私 はあ なたが教会 に活 発 でな いの を知 って います 。

それ で， あなたの ような兄 弟 た ち とその奥 さん に来て いた

だ いて，一 緒に話 し合 いた いんです 。 これ これ の時間 にお

い でいただ け ます か」 と呼 びか け ました。 す る と大 勢の 人

人が この招待 を受 け入 れ， 拒否 した人 は比 較的少数 で した。

これ らの 人は，霊 的に死 ん でい た人々 です 。聞 いた ところ

に よ る と，彼 らの 多 くは，「この よ うに招か れて話 し合 った

の は， ここ10年 来初 め てです」 と語 っ た とい うことです。

この集 いの後， 夫婦 をその グルー プ と密接 な関係 に保つ

よ うに します。家族 の一部 しか 教会 員 ではな い家族 の場合，

会員 の助 けが是 非 と も必要 です 。社 交 とフ レン ドシッピン

561



グが必要に な ります。 宣教 師の レ ッス ン を受け てい る場合

は， 次の よ うにす る と非常 に効 果 があ ります。(a)毎 日その

家族 のために何 か をす る。(b)教 会 の集会や 社交 活動 に連 れ

て行 く。今週実行 す る!(c)求 道 者 の家族 の場合 ，最初 の

数週 間に，宣教 師 と相互 調整 を図 って補助 組織 の指導者 が

訪 問する。家族 に教会 員が い る場合， ホー ム テ ィーチ ャー

と相互 に調整 を図 って，補助 組織役 員 と教 師が訪 問 をす る。

(d)ワー ド部会 員 との適 当 な活動 を手 配す る。(e)そ の 家族 を

バ プテスマ会へ 連れ て行 く。(f)家 庭 の 夕べ を準備 す る。状

況に応 じて，他 の家族 と合 同で行 な う。(9)教 会 の集会 予定

表 とパ ンフレ ッ トを渡 す。 必ず しも全部 を一度 に渡す 必要

はない。(h)知 恵 の言葉 の問 題 を克 服す るの に役 立つ助 言 を

与 える。(i)一 緒 に断食 をし，祈る。(j)家 族 に教会 員が いる場合 ，

監 督 と一緒 に訪 問す る。監 督 には人 を改宗 に導 く力が ある。

「教会 員 でない配 偶者 の ため に しば しば涙 を流 し
，改宗 の

希望 を持 って祈 り続 けて きた人々 が大勢 い ますが，何 か助

言 を与 えて下 さい ませ んか?」

リチ ャーズ長老 ：その よ うな兄弟姉 妹 たちは， 自分 の生活

に福 音の大 きな影響 力 を反 映 させ るよ うに して下 さい。 そ

して， よ り良 い親 とな り， 思慮深 く明か るい伴侶 とな るこ

とです。 これが私 の助 言 です。

兄弟姉妹 たちは，で きるだけ 多 く，福 音 の教 えを家庭 に生

か し， その影 響力 を子供 た ちの生 活 に反映 させ るこ とです 。

で きれ ば， 立派 な感化 力の あ る人，教 会 とその教 えに 人

人の心 を向け させ るこ とので きる人を友だ ち とし ます。

強 いる ことな く，福 音 を教 え る機会 をつ くるよ うに しま

す。 レ ッス ンを受 け るグルー プの一屓 とな れば，最 も効果

的 で しょう。 また， グループ の中に， 同 じよ うな状 況 の下

に ある人々が いれば，特 に助 け となるで しょう。

決 してア ウ トサ イダーの よ うに感 じさせ ては な りませ ん。

教会 貝であ る配偶 者 とその子供 た ちは，教会 貝 でな い配偶

者 に， 家族の一致 が大切 で あ るこ とを感 じさせ る よ っに し，

家族 はあ らゆる点 で 「ひ とつ」 でなけれ ばな らない とい う

堅 い信 念 を保つ ように します 。

と りわけ， 自分 にで きるすべ て の事 柄 を行 なった ら， 天

父か ら大 きな助 けが与 え られ る とい うこ とを心 に留め て下

さい。 そ して絶 えず祈 り，耐 え忍 んで下 さい。

けれ ど もあなた の伴侶 には助け が必要 です。 こ こでは，

フェ ロー シ ッピングが 欠かせ ない要 素 とな ります 。 ところ

が，ステー キ部や ワー ド部 の指導 者の 中には， フ ェロー シ

ッピングの重 要性 を十分 に理 解 して いない人 々が いる よ う

に思 われ ます。すべ ての会 員が実 際に貢 献で きる場 は ここ

にあ るこ とを，私 は 申 し上 げ てお きます 。

しか し， だれか が あなたの もとに フェ ロー シ ップ を求め

て くるの を， ただ じっ と座 って待 ってい るこ とは許 され ま

せん 。人生は その よ うな もの では ないか らです 。 どこへ で

も出か けて行 き，援 助 を 申 し出， いつ で も心 を配 る よっに

しなければ な りませ ん。主が私 た ちに聖 霊 を与 えて下 さっ

てい る理 由の ひ とつ はその ためです 。 自分 のみな らず，他

の 人々に も祝福 を もた らす 機会 をよ く注意 して見つ け るこ
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とで す。

私 は コロラ ド州 に近 いユ タ州 のバー ナ ルで，5人 の家族

の改宗 を手伝 った姉妹 に お会 い しま した 。彼女 は食料 品店

で買 い物 を して いた時， 食料 品 をあれ これ と捜 して いたひ

と りの女 性 に会 った そ うです 。彼女 は 「お手伝 い しま しょ

うか」 と声 をかけ ま した。 そ う して手伝 った後， その女 性 ・

が旅行 の途 中 であ るこ とを知 りま した。夫 婦 で コロラ ドへ

行 き， 仕事 を捜す つ も りだ とのこ とで した。 そ こで姉妹 は い

「なぜ ここで お捜 しにな らな いんです か」 と尋 ね ま した。

す ると，「捜す あてが ないん です」とい う返 事 で した。

す るとこの善意 あ る姉妹 は，「それ じゃあ，お手伝 い しま

すわ 。買 った もの を持 って，私 たちの家 にお いで下 さい な。

あ なたの御主 人が仕 事 に就 け るよ うに手伝 って下 さる方々

に御紹 介 します わ」 と， 自分 の家 に その夫婦 を招 き ました。

それか ら姉 妹 は方々 に電話 をか け，1，2時 間後 には，

幾つ かの面接 の手 はず を整 えたの で した。 こ うして食料 品

店 で知 り合 った女性 の御 主 人は その 中の ひ とつ を選 び，牧

場 で働 くこ とにな りました。

この良 きサマ リヤ 人は そ こで手 を引 い たで しょ うか。決

してそ うでは あ りませ ん で した。5人 の家族 の泊 ま る所が

なか った こ とか ら，彼女 はその晩 ，彼 らに宿 を提供 しま し

た。 こ うして彼 らは， 幸せ な家庭 生活 と， 食事 の祝福 ，夜

と朝 の家族 の祈 り， その ほか にい ろいろ な もの を 目に した

の で した。 この夫 婦 と3人 の子供 た ちは心か ら感謝 す る と

共 に， この姉妹 とその家族 に深 い関心 を持 ち ま した。彼 ら

の住 まいが決 まった後 ，彼 女 は どう して 自分 た ちが この よ

うな生活 を して いるのか， 彼 らに話 した い と思 い ました。

そこで1週 間後， 彼女 は この家庭 に宣教 師 を連れ て行 き ま

した。 その結果 ， この家族 はバ プテ スマ を受 け，喜 んで教

会 に入 ったの で した。 こ うしてこの善 意 ある姉 妹 と会 員 た

ちは， その社会 に彼 らの住 む場所 を与 え たのです 。

改宗 で最 も困難 なのは， 求道 者の気持 ちを理 解す るこ と

です。古 い友 だ ちを離れ，新 しい人生 を歩 んで いる孤 独 な

求 道者 の気持 ち を理解 す るこ とです。 しか しすべ ての会員

には それが で きます 。求道 者が教 会 を見 いだ し，新 しい友

だ ち と知 り合 え るよ うに， また福 音 を求 め てい る人々 を健

全 な社交 活動や 集会， ス ポー ツ行 事 に招 くために， 会貝 は

自分 の殼 を出て手 を差 し伸 べ る必要 があ ります。 また求道

者 は一般 に， 自分が新 来者 で よそ者 であ る とい うこ とで打

ち解 けな い気持 ちを感 じて います 。 これが， グルー プに よ

るレ ッス ンを推 奨す る もうひ とつ の理 由 です 。幾 人か を一

緒に教 え るこ とに よ って，私 たちは新 た なフ レン ドシップ

の枠 を広 げる こ とが で き ます。教 会員 で ない配偶者 の グル

ープ が一 緒 に教会 の教 え を学ぶ 時
， 多 くの素 晴 ら しい出来

事 が起 こってい ます 。 また，彼 らが話 し合 い， 学 び合い，

気持 ち を分か ち合 い，教会 員 の配 偶者 が 自分 の生活 につ い

ての適切 な証 を述べ る時， 彼 らはみ た まに よ って心 を動 か

され，素 晴 らしい真理 を見い だす の です 。 この こ とは確か

です 。私 はこれ までに その よ うな情景 を 目に し，耳 に して

きま した。



伝道活動を容易に

するために

すべての会員が容易に伝道でさるようにするために，

教会には多くの素晴らしいブ日クラムがある。

「すべての会貝は宣教師である」 とい う言葉 を耳に し
， また，

伝道活動の 「歩みを速めな さい」 という勧告 を思い起 こす度 に，

多 くの人々に不思議なこ とが起 こります。

敵がい心をあ らわに して罵声 を浴 びせ る人々を前に，街頭 に

用意 した台の上に立 って，主の道に従 うよう，何の成果 も期待

できないままに呼びかけを続ける自分の姿が心に浮かんで くる

のです。あるいは，牧師め一 団を相手に助け手 もな くひと りで

福音の原則を論 じ合 う自分， またチラシの束 を手に して戸別訪

問す る先々であるいは行 きず りの人への街頭伝道 で非礼 な言葉

をもってすげな く断わ られ る自分の姿が浮かんで くるこ ともあ

るでしょう。また，変わ り者だ と思わせ るような行動 をした り，

親 しみ を感 じさせないような態度 をとって隣 り人をつ まずかせ

る自分 自身の姿が心 に浮かぶか も知 れませ ん。

こうした心 の思いが， 多 くの場合，私たちを伝道活動か ら遠

ざけていることは言うまでもあ りません。これは，伝道 の業が

真実 であることを疑 った り，予言者である大管長が道理 に合わ

ないことや不可能なことを強いている と思 うこととは全 く別の

問題 です。私 たちは時々憶病になって， 自分 ひとりの力では ど

うにもな らないと思 うことがあ ります。 そして伝道活動 とはや

っかいな ものだ とい う気持 ちになると，時間をつぶすためにほ

かの活動 に重 きを置 くようになって， 自ら伝道の機会 を逃 して

しまうのです。

しかしこれは私たちの取 るべ き態度ではあ りませ ん。いや，

断 じて取ってはならないのです。

すべての人が活発に伝道活動に携わる必要 のあるこ とは事実

です。しか し，個性や考 え方，環境，人か ら受け る感化が様々

であるように，伝道の方法 もいろいろと違いがあるものです。

福音に従 って生活 し， その福音 を人々の間に広め る助け をす る

こ とは，楽 しい ものです。そ して教会が真実私 たちに求めてい

ること(私 たちがみな専任宣教師にならな くてはいけない とい

うことではない)が わかれば，宣教師になるというこ とにそれ

ほ ど恐れを感 じな くなるで しょう。それどころか， どの ように

すれば 自分 も活発 に伝道 できるかたちどころに理解す ることが

で きるか も知れ ません。
》 」、

次ペー ジ以後に説明されているプログラムは， これまでの伝

道活動 を通 じて展開 されてきたものです。これ らのプログラム

はだれにでもできます。 しか しほんの一部に過 ぎませ ん。 どれ

もみなすべての会員が宣教師 としての務めを果たすのに容易 に

役立て ることので きるものです。"よく研究 してみて下 さい。多

分あなたは， 自分に最 も合 った方法で伝道活動 を行な う，今 ま

でとは違 った宣教師 としての 自分の姿 を心に描 くよっになるこ

とで しょっ。

特別な家庭の夕べ
末 日聖徒の実生活を紹介することは

よい伝道の手段である

一般 に 人は
， 説教 で福音 を説 かれ る よ りも，教会 員の幸

福 な生 活 を実 際に 自分 の 目で見 る方が， も っと福音 につ い

て聞 きた い とい う気持 ち を抱 くよ うにな る もの です 。

家庭 の夕べ を伝道 の手段 と して用 い る理 由は ここにあ る

の です 。決 して性 急に な らず， 家庭 の中 に，福 音 の教 えが

ご く自然 に生 か されて い る様子 を，友 人や隣 人 に じっ くり

と見 て もら う機 会 を作 って下 さい。説 くよ りも見 て もらう

こ とです。

教会 貝 でな い人 を招 待 して家 庭の 夕べ を開 く場合 に，準

備 が不 十分 だ と， また伝道 し よう とす る姿勢 をあわただ し

くあか らさまに前面 に打 ち 出す と，効 果は期待 で きませ ん。

十分 な準備 をす る必要 が あ ります。友 情が深 ま り，福 音の

教 え方 も上 手に なった 時点 でご く自然に家庭 の 夕べ に招 待

す るように しま しょう。それ には以下 の よ うな手順 を踏む

とよい で しょつ。

1.友 人や知 人 の 中で親 し くしたい と思 う家族 を決 め る。

2.家 族 同士 で外 出 した り， 趣味や 才能 を分か ち合 った

り， そ のほか一緒 に楽 しめ る活 動 をい ろいろ行 なって， 互

いに よ く矢rlり・合・う。

3.適 切 な時 に(よ く気 をつ け ていれば， その時 がわが

る)， 月曜 日以 外の夜 にその家族 を招待 して特 別 な家庭 の夕
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べ を開 く。

4.そ れ以後 も， 〒緒 に活動 す るよ うにす る とよい。 こ

うして彼 らが， あなたの家族 の幸 せ な理由 を知 りた い とい

う気持 ちを起 こ して くれば， 多 くの機 会 を捕 えて福 音 を紹

介す る ことが で きる。

この種 の計画 を実 施す る上 で何 よ りも大切 な こ とは， 真

心 か らの友情 と， 自分に とって最 も大切 な もの を分か ち合

い たい とい う望 み を持つ こ とです 。 これは非常 に大切 な こ

とです。 あ らゆ る面 で あなたの動機 が誠 実 さを欠い てい る

場 合は，成功 しませ ん。 あなた の行 な うこ とが 陰謀 の よう

に なって しまいます 。家族 の伝道 活動 を行 な う場 合， 見せ

かけだ けであ った り，偽 りであ った り，「か た くな」であ っ

た りす る とほ とん どの場合 失敗 して し まい ます 。 自然に振

る舞 い，一 瞬一瞬 に喜 び を持 つ こ とです 。

会員 でない人 々 を招 いて行 な う特別 な家庭 の夕べ では，

どの よ うな活動が最 も適 当で しょうか 。そ れは， あなた の

興 味 ある事柄 と，相 手の家 族の 関心事や 生活様 式に大 き く

左右 され ます。 です か ら， よ く祈 り，心 を とぎす ま し， 創

意工夫 を凝 らす ように しま しょう。 ただ し，決 して不 自然

に な らない よ うに します 。 あなたの家族 につ いて よ く知 っ

て もらうための 活動 を しては ど うで しょうか。庭 でバ ーベ

キュー な どを して もよいで しょう。 また，最初 は娯楽 的 な

映画や フ ィルム ス トリップ を見せ るこ とに して， 福音 に関

す る ものは後 日に まわ した ほ うが よいか も知 れ ませ ん。

家庭 の夕べの プ ログラム を作 って お くとよい で しょう。

そ うす れば，招待 され た家族 は， あなたの家 で行 な う家庭

の 夕べ と，居 間でテ レ ビを見 なが ら漫 然 と過 ごす 夕べ との

間 には違 いが あ るこ とをは っ き りと知 るこ とが で きます 。

家庭 の夕べの プ ログラムの一例 を以下 に挙 げ ます。

1.開 会 の祈 り

2.楽 しい歌

3.正 直や奉 仕 とい ったテーマ の短 いレ ッス ン。 あ るい

は タレン トシ ョーや 話 し合 い

4.ゲ ー ム

5.閉 会 の祈 り

6.リ フレ ッシュ メン ト

この場合 大切 なこ とは， 家庭 の夕べ は家族 全員 で過 ごす

素 晴 ら しい一 時 であ るこ とを強調す るこ とです。家庭 の 夕

べ は，打 ち解 け た雰 囲気 で一 緒 に過 ご し， 家族 の関係や 家

族の責任， 家族の 問題 家族 の計 画な どにつ いて話 し合 う

時間 です 。

この特別 な家庭 の夕べ を通 して， 福音が 家族 に大 きな影

響 を及 ぼ して いる こと と， 福音 がなけ れば今 の あなたの 家

族が味 わ って いる幸福 はな いこ とを，招待 した家族 に はっ

き りと理解 させ なけれ ばな りませ ん。次 に，招待 した家族

に家庭 の夕べの テキス トをプ レゼ ン トします。 彼 らは その

テキス トに よって家庭 の夕べ を どの よ うに始め た らよいか

を知 るこ とが で きるで しょう。

それでは どの ような人 を家庭 の夕べ に招 いた らよいで し

ょうか。招待 を受 け入 れそ うな人 を選ぶ こ とは楽 しいこ と
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です。福音 を受け入れ る見込みのある人々は，隣人に限ら

ず大勢います。次の人々は どうでしょうか。

教会員 でない親戚

職場の知人

子供の友だちの家族

教会についてあなたに質問をしたことのある人

近所に引っ越 してきたばか りの家族

教会の集会に来たことのある人 〉

旧友

よくあなたの家を訪れ る人

対象 となる人々には限 りがあ りません。あなたの家族 も

伝道活動に携わることができます。特別な家庭の夕べ を開

いて他の人々に愛の手 を差 し伸べ ることによって，あなた

の家族は全員で 「伝道する」 ことができるのです。そして

その家庭の夕べで，あなた方のあ りあ ままの姿，喜び，幸

せ，それに福音に従 うことか らもたらされ る平安 と安心 感

を分か ち合 うのです。

モルモン経の寄贈

家族が参加するモルモン経 プログラム



2年 前 に，東 南ア ジア に住 む ひ と りの少女 に， 香港伝 道

部 か ら一 冊の モル モン経が送 られ ました。 その本 には， ソ

ル トレー ク ・シテ ィー に住 むひ とり女 性 の写真 と， モル モ

ン経 に対す る彼女 の証 の書か れた カー ドが は さんで あ りま

した。 このプ レゼ ン トに感激 した少女 は， モル モ ン経 を全

部読 み通 しま した。

それか ら間 もな くして， ソル トレー クの姉妹 は， この少

女 か ら手紙 を受け取 りました。 その手 紙 は， 少女 が初め て

英語 で書 いた手紙 で した、 そこには彼 女 を含 め て彼女 の家

族 の10人 が バプ テスマ を受 け てこの教会 に 入っ た ことが書

か れて い ました。8歳 にな ってい ない残 りの2人 も，今バ

プテスマ を受 け る 日を心待 ちに して い る との こ とで した。

この話 は，「家族 が参加す るモル モン経 プロ グラム」に よ

って改宗 した一 例 に過 ぎませ ん 。.ほか に も非常 に 多 くの家

族が福 音 に改宗 してい ます 。現在 七十 人第一定 員会 は， こ

の プロ グラム を実施す る ようにすべ て の七十 人定員会 に勧

め てい ます 。 この プロ グラムの実 施方法 につ いて，今 年度

の地 区集会 の七 十 人部 会 でその指 導が 与 え られて い ます。

「家族 が参加 す るモル モ ン経 プ ログラム」 は
， モルモ ン

経 は効 果的 に伝 道 の機 会 を もた らす とい う既定 の事 実に立

脚 して組 まれたプ ロ グラム です 。モル モン経 は， 読 む人々

を福音 に改宗 させ る力 を持 って い るの です 。

宣教 師 にな る最 も簡 単 で良 い方法 は， モル モ ン経 を贈.る

こ とで ある， とい う理 由は こ こに あ ります 。 この プログラ

ム では， モルモ ン経 を 「個性 的 な」 ものに します 。すな わ

ち， モルモ ン経 の表紙 の裏 に， あなた と家族 の写真，それ

に証 を書 いたカー ドを貼 って プレゼ ン トす るのです 。

では， なぜ モル モン経 を個性 的にす る必 要が あ るので し

よつか。

それは， モルモ ン経 を手 に しなが ら， さっ と目を通 して，

それ を放 り出 して しまう人が時 々い るか らです 。そ の人に

とっては，何 の関心 もない本 な のです。 モル モ ン経 につ い

て何 も知 らなければ， この 書物が それ まで読 んだ ものの中

で最 も重 要 な書 物 であ るこ とに気づ くこ とは で きませ ん。

しか し，本 を開 いた時に， 実在 の家族 の写真 とこの書 物

が真実 であ る とい う証 に加 えて， この書物 を読 む こ とに よ

って あなた の人生は変 わ るで しょ うとい う添 え書 きを 目に

した ら， そ の人はモル モ ン経 に対 して特別 な気持 ちを抱 く

こ とで しょ う。 特に知 人か ら写真 と証 を受 け た場合 は， モ

ルモ ン経につ いて もっ とよ く吟味 し， 読み た い とい う気 持

ちに駆 られ る ものです 。生 きた証 に触れ る こ とに よって，

この神聖 な書物 に対す る態度 が変 わ るの です。
，㌔
「家族 が参加 す るモルモ ン経 プロ グラム 」の 目的 は

，(1)

教 会 貝 の家族 に， モル モ ン経 を個性 的に ア レンジ して知 人

に贈 って もらった り，宣 教師 の伝道 活動 に役 立 て るため に

モル モン経 を提供 して もらった り，また，(2)フレ ン ドシップ

を行 なって，教会 員に な る見込 みの あ る人 々 と家族 ぐるみ

のつ き合 い をす る よ うに教 会員 を促す こ とです。

では， その方法 を御紹 介 しまし ょう。 まずあ なたの家族

の写真 を用 意 して，10cm×17cm大 の カー ドの上 部 にその 写

真 をの り付け します 。そ して あなたや家 族の証 をその下 に

書 きます 。次 にワー ド部伝道 主任 または七十 人会 長か ら，

「モル モ ン経 が答 える23の 質問」(PF∬0104Z4)と 「連

絡 用紙」(PF∬0090匹4)(教 会 デ ィス トリビュー シ ョン・

セ ンター か ら入手 で きる)を 入手 して， 写真 を貼 ったカー

ドと一緒 にモ ルモ ン経 の表紙 の裏 には さみ ます 。その際，

あなたの 宛名 を書 いた封 筒 と便 箋 を添 え るこ とも忘 れ ては

な りませ ん。 この よ うにす れば， モル モ ン経 を受 け取 った

人か ら手紙 を もらうこ とが で き， あな た との文通 が始 ま り

ます 。

モルモ ン経 をプ レゼ ン トす る準備 が整 った ら， 次に いろ

いろ しな ければ な らない こ とがあ ります。 まず そのモル モ

ン経 を直接友 人 に渡 して，愛 の手 を差 し伸べ ます 。そ して

後 日適切 な時に宣教 師 を紹介す るのです。 あ るいは，準備

したモル モン経 を ワー ド部 伝道 主任 または七十 人会長 に渡

して， ス テー キ部 あ るいは地方部 内の専任 宣教師 とステー

キ部宣 教師が 利用 で きる ように して もよいで し ょう。 この

ように してあな たの準備 した モル モン経 を， あ なたの友人

に渡 して もらい ます 。 あ るいは特 に希望 の相 手が いない場

合 は，福 音の メッセー ジに特別 な関心 を示 してい る求 道者

に プレゼ ン トして もらい ます。 あ る伝 道部 では， その地 域

のス テー キ部 か ら26，000冊 に及ぶ モル モ ン経 の寄贈 を受 け

た とい うこ とです。 その ため に， ワー ド部 ご とに ひ と りの

会 員 に全 家族 の写真 を撮 って もらい， 写真 の準備が容 易に

で きる ように した とい うこ とです 。

家族 の写真 を貼 った カー ドに家 族の証 を書 くとい う作業

は，家庭 の夕べ の よい活動 に な ります 。これ は，「すべ ての

会 貝は宣 教師 であ る」 とい う言葉 を現実 の もの とす る最 も

良 い方法 の ひ とつ です 。 そ して相手 の家族 か ら返 信が来 た

ら，再 び家庭 の夕べ にお いて家族全 員 でその手 紙の返事 を

書 くの です。特 に間 もな く伝 道 に出 る青年 や将 来の宣教師

を 目差 して励 んで いる子供 た ちに 活発 に参 加 させ まし ょう。

この よ うに他 の家 族 と触れ合 うこ とに よって， あなた 自身

の家族 は大 きな影 響 を受 け ます。

あ る初等 協会 の教師 が， ク ラス の子供 た ちに各 自の写真

を持参 させ ， カー ドに証 を書 かせ て， その両方 を添 えたモ

ル モ ン経 を世 界 の数 ヵ国に送 った ところ， その うちの一冊

を受 け取 った オラ ンダの10歳 の少女 か ら， 次の よ うな返事

が届 い たそ うです 。「こんに ちは，マ イ ク兄弟，私 は末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会員 に な りま した。」手 紙には彼

女 の家 族全 員がバ プテ スマ を受 け た， と書 かれ ていたそ う

です 。

テ ンプルス クウェア の訪 問者 セ ンター で 「家族が参加 す

るモル モン経 プロ グラム」 を推 進 してい る ビル ・ブ.ラッ ド

シ ョー兄弟 は，7歳 の少年 の用 意 したモル モ ン経に まつ わ

る話 をして くれ ました。「そのモルモ ン経に は少年の カラー

写真 が添 えてあ りました。赤毛 で そば かす だ らけの その少

年 は， カー ドか らはみ 出 しそ うなほ どた くさんの証 を書 い

て くれ ま した。 そこに は こう書 いて あ りました。『このモル

モ ン経 を受 け とる人へ ：ぼ くはあな たに この モルモ ン経 を
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プレゼ ン トします。 ぼ くはモル モン経が神 さまか らあた え

られた本で ある こ とを知 ってい ます 。お とうさん とおか あ

さんがぼ くに よん で くれ ま した。 そ してその こ とをお しえ

て くれたか らです。 ぼ くの行 ってい る教会 につ いて わか ら

ない こ とが あっ た ら， お てがみ を くだ さい。 ぼ くが お こた

え します。』

あ る 日ひ と りの方 がい ら っしゃい ま してね， その方 に例

のモル モン経 をお渡 ししたん です 。 そ うしま した ら， そ の

方は少年 の証 を読 んで涙 を流 し， こ う言 って お られ ました。

『是非 この本 を読 ませ て いただ きます』 と
。」

あ なたが贈 るモルモ ン経 を通 して， 人々 に主のみ た まが

働 きか けるのです 。

また， あ る著名 な末 日聖徒 の科 学者 が ある科 学者 に モル

モ ン経 を贈 った こ とが きっかけ とな って， ふた りの問 に文

通が始 ま り， やが て その科 学者 の家族全 員が この教 会 に改

宗 した とい う話 もあ ります。

ユ タ州 カー ンズで開か れ てい るセ ミナ リー クラス で も，

ひ とつ の計画 を実施 して，特別 製 のモル モ ン経 を3，600部

寄 贈 した とい うことです 。

また，毎週集 まって合 同 の家 庭 の夕べ を行 な って いる未

亡 人の グルー プ も， これ までに述べ た方法 で モルモ ン経 を

何 冊か贈 りま した。す る と間 もな くた くさん の手紙 を受 け

取 り， 全員 でその返事 を書 いた結果 ，今 で も文通 が続 いて

い るとい うこ とです 。

この よ うな成功例 が続々 と寄せ られて い ます 。

あな た も家族 と協 力 して この伝道 活動 に参加 して はいか

が で し ょうか。 そ うと決 まった ら早 速 ワー ド部伝 道主任 か

七 十人会長 の ところに行 って，協 力 を求 め るよ うに して下

さい。

「聖徒の道」を

使 っての伝道

私たちは時 として，伝道活動 を行なう人々について，あ

る種の既定概念を抱いてしまいます。つまり，恐れ知 らず

で力強 く，積極的で社交的な人だけが，気安 く街頭伝道 を

した り，タクシーの運転手に福音を説いたり，飛行機内で

伝道したりす ることができると思い込んでしまうのです。
一方自分は と言えば

， クラスで一度 も手を挙げたこともな

ければ，わずか2分 半の話でも紅潮 してしまうほど憶病で

消極的なのです。伝道活動 を行 なうことが大切 な義務であ

ることは知っていますが，積極 的に行なう自信はあ りませ

ん。それでは，徐々に勇気 を増 し加 えるこ とのできる静か

な伝道活動はないので しょうか。

あります。人の感情を害することな く伝道す る方法があ

ります。その 目的のひ とつは，良い友だち関係 をさらに親

密にすることです。これは 「聖徒の道」 を活用 して行ない

ますが，その方法は2通 りあります。(1)時に応 じてあなた
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自身の 「聖徒の道」 を見せ る方法，(2)「聖徒の道」 を予約

しプレゼ ン トす る方法。(こ のために半年分の 「聖徒の道」

を予約す ることができます)

以上の方法はいずれ も利点があ ります。まず第一に，「聖

徒の道」を読む人は， 自分の教会生活が どうな るか，また

人生の問題 を解決す るに当たって教会が どのような役割 を'

果たすか ということについて，正確で しっか りとした展望

を持つことができます。 また，他人の考えに左右 されず， 曳、

自分 自身の目で教会 を見ることが できます。この場 合，
「教会についてどう思いますか。宣教師にお会いしたいで

すか」 と他人か らせか されずにすみます。これも大切な点

です。

この方法は，だれでも好感 を持って受け入れます。この

方法によれば，積極的な行動 をとる必要はあ りませんし，

出過 ぎるとい う心配 もあ りませ ん。まただれかに恐れを抱

かせ ることもありません。 自然に情報や信 念を分かち合 う

ことができるか らです。必ずと言 って よいほど，教会員で

ない友人に 「聖徒の道」を喜んで受け取 ってもらえる大き

な理由はここにあ ります。
「聖徒の道」 を渡す場合は， 日常の会話にのぼる話題を

扱 った記事 に相手の注意を引き付けるのが一番得策ではな

いか と思います。「聖徒の道」の記事や主題は多彩で，相手

が関心 を抱いている事柄に的を絞 りやす くなっています。

特に特別号 は役に立つ でしょっ。

数ヵ月前のある日のことです。ある教会員が非教会員の

仕事仲間からたまたま宗教についての話をもちかけられ，

こ う尋ねられました。「あんたは今 も予言者がいて予言をし

ているってこと本当に信 じているのかい。」
「もちろんだよ。」
「そうか， じゃあその予言者が最近予言 したことを話 し

て くれないかい」 と彼が言いました。 これは必ず しも答え

やすい質問ではあ りません。私たちは指導者から非常にた

くさんの勧告 を受けているので，特定の事柄 をとっさに思

い浮かべ るこ とはなかなかむずか しいものです。

ところがこの会員はこのように答えました。「それ じゃあ，

予言者が最近私たちに語った事柄を掲載 した記事 を見せて

あげよう。」翌 日彼は大会特集号のほかに，大管長会のメッ

セージを掲載 した 「聖徒の道」 を持って きました。そ して

大管長の言葉 を読んだその人は，非常に深い感動 を覚えた

ということです。

毎 月福音 を分か ち合 う

「聖 徒 の道」 を予 約 して プ レゼ ン トす る こ とも
， 手元 の

「聖徒 の道 」 を プ レゼ ン トす る の と同 じよ うに 簡 単 で す

し， この場合 には利点 が増 し加 わ ります。 つ ま り， 長期 に

わた って人々に教 会の教 えに慣 れ親 しませ るこ とがで きる

の です。 その 聞あな たは，手紙 を書 い た り， 話 を した り，

相手 が心か ら関心 を持 って いる事柄 を敏 感 に察知す るこ と

に よってフ ォロー ア ップす る必要が あ ります。

親元 を離 れ てい る家族 の一員 の ため に 「聖徒 の道 」 を予



約 して もよいで し ょう。誕 生 日や 結婚 式や その他 の機会 を

とらえて贈 る とよい と思 い ます 。

「聖徒 の道」 の予約 は
， 友情 が深 まれば ほ とん ど自然 に

で きる もの です 。 ひ と りの女性 があ る友人 につ いて語 って

くれ ま した。 その友 人は， いつ も静 か であ りなが ら強 い確

信 を持 って，教 会 に関 す るあ らゆ る疑 問に答 えて い ました

が，彼女 の質 問が絶 えな いため， 彼はや がて 「聖徒 の道」

を持 って きて， 特に答 えづ らい質 問に はそれ を使 って答 え

るよ うにな りました。 また， 質 問の答 えが 出てい る 「聖 徒

の道」 を彼女 に貸す こ とも しば しばで した。彼女 はこ う言

って い ます。 「もちろん借 りて いる問 に， 全部読 み ま した 。

ほ とん どすべ ての記事 が私 に関 わ りが ある よ うに思 え ま し

た し， どれ も感動 す る もの ばか りで した。」この よ うな こ と

を何 度か行 なった後， 彼は彼女 の ため に 「聖徒 の道」 をプ

雛
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レゼ ン トとして予約 し， 彼女 は毎 月それ を読 む よ うにな っ

た ので した。

教会 貝 でな い家庭 で は，特別 な問題 が生 じた場合 に，「聖

徒 の道 」が非 常 に大 きな力 を発揮 します。一例 として， ワ

シン トンステー キ部 の あ るス テー キ部 宣教 師か ら寄せ られ

た報告 を御紹 介 しまし ょう。「私 た ちはあ る教 会貝 か ら，教

会 員 でな い彼 の家族 に レ ッス ン をす るよ う依頼 を受 け まし

た。彼 の奥 さんは教会 員 では あ りませ んが， 『エ ンサ イ ン』

(教 会 で発行 して い る成 人向け の英文 月刊誌)の 特別号 を

読 ん で非常 に胸 を打たれ た とい うこ とで した。彼女 は今 レ

ッス ン を受け てお り， いず れバ プ テスマ を受 け るこ とと思

い ます 。」

プ レゼ ン ト用の 「聖 徒 の道 」 の予約方 法

皆 さんに は，「聖徒 の道」を贈 り， もっ と教会 に対す る関

心 を深 め たい と思 う友だ ちが何 人か い るこ とで し ょう。そ

の方々 のため に 「聖徒 の道 」の予 約 を して はいかが で しょ

うか。特 に，今 後， プ レゼ ン ト用 の予約 につ いては1年 分

以 外 に， 半年分 の予約 も行 な える よ うにな りました。 ク リ

スマ スシー ズンの近づ いた今 が最 も良 い時期 だ と思 い ます 。

予 約 は従 来 と同 じ方法 で， ワー ド部 ，支 部 に備 え られ てい

る予約用 紙 をお使 い下 さい。

また， プ レゼ ン ト用 の 「聖徒 の 道」 を予 約す る方の ため

に，特別 な ギフ ト用書簡が 用意 されて い ます 。これ は教会

デ ィス トリビュー シ ョン ・セ ンター か ら贈 り主 宛てに送付

され ます ので，贈 り主 は これに 自分 の言葉 を書 いて贈 り先

にお送 り下 さい。 「聖徒 の道」 は教 会デ ィス トリビュー ショ

ン ・セ ンターか ら直接 に送イ寸され ます 。

「聖徒 の道」 を受 け取 った相手 がす ぐに教会 に関心 を示

さな くて も，長 い間 には影響 を及 ぼす こ とが で きるもの で

す 。宣教 師か ら最 初 の レッス ンを受 け てか らバ プテスマ を

受 け るまでに7年 かか っ た人 もい ます。 その間， 彼 と教会

をつ ないでい たのは，教 会 の定期刊行 物 で した。彼は失意

を覚 えた時に， その本か ら力 と導 きを得 るこ とがで きたの

です。

彼は こ う言 って います 。「私 は あ ま り教会 には行 きませ ん

で したが， 教会 の 月刊 誌 をいつ も読 ん で， そこか ら生活 の

支 え を得 てい ま した。私 が最終 的 に この真 の教会 に改宗す

るに至 ったの に， それ が 大 きな 力 とな った こ とは 確 か で

す 。」

日曜学校への招待
その他聖餐会，扶助協会，ミューチャル，

社交活動その他の集会に招く

福音の基礎 クラスは，福音 を親 しみやす く紹介す るのに

最適のクラスです。

あなたは教会員でない人々と交流 している内に， 自然の

成 り行 きで彼らを教会に招待す る時がや って くることと思
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います。

その場合， まず彼らを日曜学校の福音の基礎 クラスに招

待するとよいでしょう。 この クラスは福音 を学び始めた人

人のために特別に設けられたクラスです。

このクラスは，組織立った伝道活動の一翼 を担うもので，

「見つける」 という段階か ら 「教える」 という段階に移行

す るために設けられた 日曜学校の組織です。

ある新会員は，福音の基礎 クラスが伝道活動の一環 とし

て非常に効果的であることを次のように述べています。
「私は職場 で机 を並べているひ とりの教会員 と宗教 につ

いてよく話 し合ったもので した。私は休憩の度に きまって

彼にあれこれ質問しましたが，彼はとて も辛抱強い人で，

答えがわからなければ，本 を持 ってきて答えて くれたほど

です。

こうして私はあれこれ学びましたが， どうも一本筋が通

らないのです。彼はいつ もいやな顔ひ とつせずに答えて く

れ ましたが， しば らくすると，私は質問す ることがあまり

に多過 ぎて何 を尋ねればよいのかわか らな くな り，混乱し

て しまい ました。

す る とあ る 日彼が こ う言 いました。『今度 の 日曜 日に一 緒

に教 会 に来 てみ ない?日 曜学校 に出席す れば， 僕 たちの

信 じて い るこ とが よ くわか るよ うにな ると思 うよ。僕かち

聞 く以上 にね。 だか ら何度 か続 けて来 てみ ない?そ うす

れ ば君 の頭 の中の知識 が必 ず整理 され る と思 うか ら。た と

えそれが だめで も，来 れば来 たな りの価値 はあると思 うよ。』

そこで私 は彼 と一緒 に 日曜学校 に行 きま した。 そ してい レ

ろ いう と学ぶ ことが で き ました。 とにか く最初 の2回 の ク

ラスでは恥 のか き通 しで した。『ああ，な るほ ど』，『そ うで

すね，確 か にその通 りです 』 を連 発 した ものです。 そ うす

る うちに，全体 の 中に ひ とつ の計画 のあ るこ とが わか って

き ました。 それは まこ とに麗 しい計画 で した。 そ して宣教

師か らレ ッス ンを受 け始 め る と， ぐん ぐん理 解が増 したよ

うに思 い ます。」

福 音 の基礎 クラスは，新 会員 の ための紹 介 クラスで ある

と共に，再 び教会 に集 うよ うにな った教会 員の気持 ちを一

新 す るク ラス で もあ ります 。同時 に， 宣教 師か らレッスン
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を受けている人々や，教会 に関心 を抱 いている人々のため

のクラスでもあるのです。

福音の基礎 クラスは 日曜学校の クラスです。ワー ド部，

支部の七十人 と相互調整され，組織立 った伝道活動の一翼

を担って運営 されます。できれば七十人の中から教師を召

す とよいでしょう。

福音の基礎 クラスについて友人に説明する場合 は， この

クラスが 日曜学校のほかの成人クラスと比較 して どのよう

な傾向の ものであるかを説明す るのが一番よいと思います。

福音の教義 クラスに出席す る教会貝は，8年 間で四大標準

聖典を学ぶことになっています。例 えば，今年度はモルモ

ン経の前半を学んでお り，来年度はその後半を， そして再

来年以降は教義 と聖約 と教会歴史，高価なる真珠 と旧約聖

書，および新約聖書を2年 間ずつ学び ます。つ まり聖典 を

テキス トとして福音を学ぶわけです。

しか し，福音の基礎 クラスでは，12課 にわたって福音の

基礎 を学びます。 この クラスは，本格的な福音の学習に入

る前に証 を得させ ることを目的としています。このコース

は途中か ら学んでも差 し支えあ りません。例 えば，7課 か

ら12課 まで学んだら，続いて1課 か ら6課 までを学ぶよう

にな ります。つ まり， どこか らで もレ ッスンが受けられ る

ように構成 されているのです。

各課 には救 いの計画が織 り込 まれています。求道者は，

予言者ジョセブ ・ス ミスを通 して福音が回復 されたことや，

神殿 と神権の儀式，家族の永遠性，従順の もたらす祝福な

どについて学びます。また，証についても学びます し，会

貝の必要 を満たすための教会の組織方法について も勉強 し

ます。

求道者が末 日聖徒の生活に 自然にな じめるようにするこ

とが大切で，福音の基礎 クラスでは，混乱な く，また とま

どうことなく多 くの事柄 を学べ るようにします。例えば，

教会員生活の長い人に とっては耳慣れた言葉でも新 しい人

に とっては当惑 しがちな 「監督」，「高等評議員」，「癒 しの

儀式」，「断食献金」 といったいろいろな用語 を学びます。

この クラスではまた，家族 と教会 との関係や，家族が教

会の土台としてどの ような役割を果たしているか とい うこ

とについても学びます。

福音は，大 きな問題 を 「処理す る」のに大いに役立ちま

す。福音の基礎 クラスは，その福音への水先案内人である

と紹介す るならば，あなたの友人は喜んでクラスに出席す

るようになるでしょう。

教会員でない友人を日曜学校 に招待す るにあたっては，
'ノ凸

まず福 音 の基礎 クラス が開か れ てい るか ど うか を確 認 して

下 さい。友 人が初 めて クラスに 出席 す る時に は，一 緒に行

って教 師や クラスの生徒 に紹 介す るよ うに し まし ょう。 そ

の後 引 き続 い て クラス に出席 す るか ど うかは， 状況 に よ り

ます 。 あなたが い るこ とで， 友 人が 自由 に質 問で きな いこ

とが あ るか も知 れ ませ ん。 この よ うな場合 ， あな たは 自分

の クラス に戻 り， 友人が 周 囲の圧 力 を一切 感 じるこ とな く，

教会 につ いて静か に考 え られ る よ うに します。

逆 に， あなたが付 き添 っていた方 が気持 ちが休 まるとい

う場合 には，一 緒 に クラス に出席 で きる よう手配す る必要

があ ります。

隣 人 と初め て福 音 の基礎 ク ラス に出席 したあ る人が， 次

の よ うに語 ってい ます 。「私 は教 会 に行 くこ とが初め は不安

で した。 モル モン は何 を信 じてい るのか知 りた い と思 って

いたの ですが， だれか に タバ コ臭 いなん て言われ るん じゃ

ないか と内心 び くび くして いたん です 。何 しろモ ルモ ンは

タバ コ を吸わ ない と聞 いて いた もの ですか ら。 ところが初

め て行 った 日にだれ に会 った と思 い ます?何 と隣 りの家

の主人が 同 じ クラス にいたの です。 彼 も愛煙 家で した。彼

も私 同様恥 ずか しそ うに して い ま したが，私 を見 るや にっ

こ りと笑 いか けて きま した。 そ して私 た ちは席 を隣 り合 わ

せ て レ ッス ンを受 け ま した。 また皆 さん とも和気 あいあい

と楽 しい一 時 を過 ごすが で き ました。」

あ る女性 は この よ うな経 験談 を話 して くれ ました。「私 は

自分 を導 いて くだ さった隣人 を本 当 に困 らせ てい た と思 う

ん です。 もち ろん 彼女 は何 もお っ しゃい ませ んで したけれ

ど。8回 の レ ッス ンが終 わ るまで私 は， 自分 とは まるで関

係 ない， とい った態度 で座 ってい たの です。 そん な私 で し

たが， 彼女 は いつ も一緒 に帰 って くれ ました。 ところがあ

る 日， いつ もの よ うに 日曜学校 を終 えて帰宅 した私は， 腰

を下 ろ して しば らく考 え事 を して いま した。す る と突 然，

私 は 自分が思 って もみ なか ったほ どた くさんの事 柄 を学 ん

で きた こ とに気づ いた のです。 自分 の人生観 がわずかずつ

なが らどんなに大 き く変化 したか ， また現在 の 自分に どん

な に希 望が湧 いて きたか を知 って，驚 いて しまい ま した。

そこで私 は早 速彼女 に電話 で，『教 会 につ いてもっ と知 りた

い の。 ど うす れば よいか しら』 と尋ね ま した。彼女 は本 当

に驚 いた にちが いあ りませ ん。」こ うして その友 人か ら宣教

師 を紹 介 された この女性 は， それか ら数 週 間後 にバ プテス

マ を受 け ま した。

教会 員 でな い友 人 と一緒 に ク ラス に出席す る時に は， あ

な た もレ ッス ンに参加 して証 を述 べ る ように求 め られ るか

も知 れ ませ ん。 この場合 ， 話合 いの場 を独 占 した り， レッ

ス ンに関係 のな いおか しな質問 を して脇道 にそ らせ るこ と

の ない よ う十 分に 注意 して下 さい。 また， あ ま り話 しす ぎ

る と， レ ッス ンでわか りや す く福 音 を学 ぼ うとす る人々に

非常 な差 し障 りが生 じて き ます。 ボイ ド・K・パ ッカー長 老

は これ を，「放 水 中の ホー スに別のホー スをつ なごうとす る」

(1972年10月7日 に行 なわれ た 日曜学校 役員 に対す る説教

よ り)よ うな もの であ る と言 って い ます。

友 人 を教会 に招 く機 会 が巡 って きた ら， まず福音 の基礎

クラスに連 れて行 くのが理 想 的です。 この ク ラスは，福 音

に対す る好奇 心 を抱 き，教 会が会 員 に対 して行 な ってい る

事 柄 につ いての理解 の 眼が開 き始 め た人々 の必要 を満 たす

ため の特別 な レ ツス ンが行 な われて い るか らです。福音 の

基礎 クラスは， イエス ・キ リス トの福 音 を十分 に理解 す る

ため の旅路 の途 中で渡 る橋 とも言 え まし ょう。
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どのように証するか

ス テ ィ ー プ ン ・R・ カ ビ イ

証 とは

時々，証の力にはっとさせ られることがある。それは，

普段話す言葉よ り2，3言 多いように見 えるだけだが，そ

の言葉に何 と力のあることか。

例 えば，こんなことがあった。私が言語訓練伝道部 で宣

教師たちに話 をしている時，突然彼ら一人一人がどれほ ど

価値のある存在であるかについて証をしたいという気持ち

にか られた。「自分 と他人を比べてみる必要は全 くありませ

ん。主は私たち一人一人 を御存知であり，それぞれに愛 し

て下 さるのです。そして，私たちを一歩一歩成長させ るた

めに，それぞれに必要な導 きと力を与えて下さいます……」

といった内容のことを証 した。後で数人の宣教師が， もう
一度同 じ証 を聞 きたい， また もっといろいろな話 を聞 きた

いと言ってきた。あたか もそれを信 じたいとい う風であっ

た。またひとりの宣教師などは，喜びのあま り立っていら

れないほどであった。

このような経験は数知れない。伝道地 で求道者に福音 を

説いた後， また教会の集会で会員に福音の話 をした後，オ

フィスで福音に基づいたカウンセ リングをした後，飛行機

の中で見ず知 らずの人に福音について話 した後など，決 ま

って私は救い主の実在 と力を証 したいと強 く感 じた もので

ある。証を述べ る時には，光 と愛 と力に包 まれるように感

じる。証をしている時は，ごく当た り前のことをしている

ように思 うのだが，後になって，みたまによって証するこ

とが こんなにも大 きな影響 を及ぼすのか と驚 くことが しば

しばある。人の証 を聞 く時に も同 じことが言える。

なぜ証 はそのように大 きな力を持ち，大切なのであろう

か。理由は少な くとも3つ ある。第一に，証するこ と自体

が最 も純粋な意思の伝達方法であるとい うことである。最

も深い思いと最 も深 い確信が，聖 きみたまを通 して相手に

伝えられるのである。「この故に，教ゆる者 も受 くる者 も互

いに相悟 り，両者共に徳に導かれて共に悦ぶな り。」(教 義

と聖約50：22)主 は，その子供たちが貴い真理を聞いて受

け入れ，真理に従って生活 し， さらに多くの真理を受け る

ように と望んでお られる。

第二に，証 を述べ ることによって， 自分が主の側に立つ

者であるという自覚 を強 く持つ ことがで きる。私たちが こ

の世に来る前に多 くの永遠の真理 を知 っていたことは確か

である。従って，「純粋な証」は現世 と霊界を隔てている幕
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を薄 くし，私 たちに前世の霊の状態での生活を思い出させ

て くれる。つまり，証は私たちに 「故郷」を思い出させ て

くれるのである。

ジョセブ・F・ス ミス大管長 は，次のように語っている。「人

の心に強烈に浮かんで くる真理はすべて，霊界の記憶の目覚

めにすぎない。」そしてこう問いかけている。「一体私たち

がこの世 で知 るもので前世になかったものがあるだろうか。」

第三に，人はだれでもこの宇宙にあって不変な ものを探

し求めている。何か心から信 じられるもの，頼れるものを

探 し求めている。すべての ものが急速に変化 している現代，

この傾向はこれ までにも増 して一般的であるように思われ

る。確かに，不変の真理は存在 しているのである。そうで

なければ私 たちは 自分のまわ りに偏見や皮肉の壁を打ち建

て，移 り気 な風に もて遊ばれて破壊 されるのを自ら防がな

ければならない。

真心か らの証は，こ うした不要の防壁に代 わ り，それ 自

体武具 となって私たちを守って くれるのである(教 義 と聖

約27：15-18参 照)。 また証は，耳を傾ける人々に永遠に続 ・

くものが確かに存在す るという希望 をもたらす。

どのように証すべ きか

十人十色 と言われるように，証の仕方 も様々であ る。 し

か し，一般に高 く評価 されている基本的概念が幾つかある。

次に上げる10項 目はその主なものである。

1.み た まによって証す る。まず，タイ ミングが決定的

な要素 となる。いつ， どの ように証 を述べれば よいか を知

るために，私たちは，みたまの賜である識別の力を十分に

働かせ，証のみたまを特別に祈 り求め，それを受けるよう

心 を開 く必要がある。みたまのない時，愛を感 じない時，

教えた事柄が不明瞭で混乱 している時，また自分の行ない

が明らかに言葉 と一致 していない時，このような場合は証

しても逆効果 を生むだけである。

「この 『みたま』は，信仰の祈 りによりて汝 らに与えら

る。而 して汝 らもし 『みたま』を受けざる時は教 うべから

ず。」(教 義 と聖約42：i4)

証は確かに感情 を表現するものであるが， それだけに留

まらない。けれ ども私たちは， その場にふさわ しくない過

度の感情表現は避けるべ きである。そうした感情に身をま

かせ ると証が 自己本意で不誠実になることがある。また証

は，教 えた事柄 を確認 し，強調するものである。教 えた事



柄に とって代わるものではない。

また，むやみに 「知っています」 を連発す る形式的な証

を繰 り返すべ きではない。このような証は，徐 々に本来の

影響力を失 うことになる。

私たちは，証を述べ る時には，福音の原則を教える時 と

同じように， 自然なかつ確信に満ちた声で，最大の敬意 を

払いなが ら話すべ きである。(ヨ ハネ13：34-35参 照)

2.心 が愛で満 たされた時に証 する。愛 を持 って福音の

真理 を教えること自体が証 である。人は愛な くして多くの

真理や光を悟れない。従って様々な方法で愛 を示す ことが

必要である。教え，証す ること。彼らのために祈ること，

また一緒に祈 ること。励 まし，相手を受け入れること。共

に感動 し合い，また深 く彼らを理解す ること。一緒に歩 き，

また彼のために犠牲を払 うこと，である。多 くの両親，教

師，会員は，3番 目までは行なっているが，最後のふたつ

を実行 していない。しか し，実際にこれら5つ をすべて行

なった時には， その力の大 きさに驚 くことだろう。

権能が義 しく使われているか否かは，その人によるので

あって，役職には無関係である。説服 と思 いや りと柔和 と

偽 らざる愛 とを備えた権能 ある者の証は， 内部の力 を欠 き，

ただ自分の地位にのみ頼 る者の証 よりも，はるかに力強 く

人を感化する。

私の意見を言わせて もらえば， キンボール大管長 こそ証

、と言葉において，大胆であると言える。それほど大管長の

愛 と献身と謙遜な態度はすべての人々に及んでいるのであ

る。

3.人 を非難す るために証 してはならない。証の目的は

人を鼓舞することであって，非難することではない。聖典

の中に見られる人々の心 を貫き通すような数々の証でさえ

も，最終的な目的は，人々を悔い改めに導 き，祝福 をもた

らすことであって，決 して非難するためではなかった。

4.み たまめ勧めがある時には，相手の存在と価値仁つ

いて証する。また，神 の助けがあれば，与えられた真理 を

受け入れ，それに従 うことができることを証する。さらに

従 うか どうか を選択する自由意志のあることも証す る。伝

道部長であった時，私は，直面 した問題や障害を含めて改

宗の過程を書 き送ってほしいと，新 しい改宗者一人一人に

手紙 を出した。返信の半分が，最初か ら福音の真実性 を疑

ったことは一度 もない，ただ 自分 自身のことを思いわず ら

ったと記してきた。彼 らは， 自分に真理 を受け入れて生 活

するだけの価値 と能力があるだろ うか と自分 自身に疑い を

抱いたのである。
脚㌔

しかし，人は 自分が永遠の存在であって，神 の属性 を受

け継いでいることを意識 し，いかなる環境にも適応す る意
・志 と力の あ るこ とを知 る と

，潜 在 してい た本当 の 自分 が解

き放 たれ て強 くな るの であ る。

一また，相 手の価値 と存 在 を証 す る時， その証 は，相 手に

大 きな希望 と勇気 を与 え る。

5.霊 感 を受 け たな らば，証 が与 え られ る過程 につい て

証 す る。証 は聖霊 に よ りもた らされ る。心 を開 いて求 め，

す でに知 ってい る真理 に忠実 であ ろ うとす る者 に証は与 え

られ る。 多 くの人 々は真理 は知性 で理解 す る もので ある と

い う考 え方 を持 ってい る。それ も証 の一部 ではあ るが，重

要 な要素 ではな い。人 は， す でに得て い る真理 に忠実 であ

る度合 に応 じて，新 た な真理 を知 るの であ る。従 って，私

た ちは真理 を得 るため には， まず 忠実 でなけ ればな らない。

私 が教 え た人々の 中に， ジ ョセ ブ ・ス ミスの話 を疑 った者

が た くさん いた。 そ うい う人々 はみ な， タバ コや：茶(あ る

い は， み たまが良 しとされな い もの)に 関 して問題 を抱 え

て いた。そ こで，私 た ちは彼 らに，知 恵の言葉 を守れ ば，

ジ ョセブ ・ス ミスが予 言者 で ある とい う証 をは じめ，数 々

の隠 れた知識 を見 いだせ るであろう と述べ た。「信仰 の度 を

試 してか らでな い と証 が得 られ な いか らで ある。」(イ テル

12：6)自 分 の持つ 本 当の問題が 何 であ るか をす ぐさ ま認

識 した人々 の 多 くは，やが て悪 い習慣 を克服 し，約束通 り

の祝福 を得 た。

6.あ なた と同 じよ うに， みん ながみ た まを感 じてい る

と思 う時 に証 す る。そ うでな ければ， 「思 い違 い」(ヤ コブ

4：14)を し， よ り劇 的 で神秘 的な もの を追 い求め る よう

に な り，静か な細 い声 の持 つ快 さや調 和， それに力 強い平

安 を見失って しまう。「皆 さん，祈 りの気持 ち を もって モル

モ ン経 を心か ら受 け入 れ る時，私 たちが今受 けて いる この

安 らか なみ た まを感 じる こ とで し ょう。」

7.ゆ っ くりと間 を置 い て証 す る。 この よ うにす れば，

相 手 も考 え， 感 じる余 裕 が もて る。 ボ イ ド ・K・ パ ッカー

長 老が ，ニ ュー イ ングラ ン ドへ伝 道 に行 く宣教 師 たちに，

福 音 を宣べ る時 にはゆ っ くりと話 し， 特に証 をす る時には，

み た まが偉大 な改宗 の奇 跡 を起 こす こ とが で きる ように間

を置 いて証 しな さい， と語 ったの を思 い出す 。「心 を静め ，

確 信 を持 って，相 手の 目を見つ め， そ して証 しな さい。」

「汝 らつつ しみ て
， わが神 な るこ とを知 れ。」(教 義 と聖

約101：16)

8.聞 き手 のわか る言 葉や表 現 で証 する。非教会 員の理

解 で きな い教 会用 語 を使 うこ とは，意 志 の疎 通 を図 る上 で

無用 な妨 げ となる。(「証 」「聖餐 」「神権 」「家庭 の夕べ 」「ワ

ー ド部 」 な どは理解 しに くい言葉 であ る
。 この よ うな言葉

は ほかに 多い。)外 国語 を学 ぶ 時 と同 じように，私 たちの気

持 ち を伝 え る時 に も， ち ゅ うち ょせ ず に相 手の 言葉 を使 っ

て表現 すべ きであ る。

これに 関 して は，主御 自身が完全 な模範 を示 された。予

言者 た ち もまたそ うであ る。 ニー フ ァイは次の ように言 っ

て い る。 「私 の身 も心 も明瞭 なことを喜ぶ 。何 故 ならば主 な

る神 が人 間に為 した もうこ とは明 瞭で あ るか らであ る。主

なる神 は世 の 人に解 らせ るため にそれ ぞれの言葉 で語 り，

そ してか れ らが よ く解 るよ うに な した も・う。」(IIニ ー フ ァ

イ31：3)

9.証 で きるよ う自 らを整 え る。特 にみた まを祈 り求 め

る こ とであ る。 また， 証 をす る勇気 を求 め る。 断食 と悔 い

改 め を して， 自らを謙 遜 にす る。 月例証 会が 断食 と誓 約の

更新 後 に行 なわれ る こ とは， この こ とを表わ して いる。 ま
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た， この ような集会 で述べ る証 は，単 に美 し くて適切 な感

謝の表現以上 の もので ある。 また それ は，確信 を表 明 し，

自分 の気持 ち を述べ ， イエス ・キ リス トは神 の御 子 で あ り，

ジ ョセ ブ ・ス ミス とその後 継者 は予言 者 として召 され た人

人で あ り，教 会 はイエ ス ・キ リス トに よって導か れて いる

ことを深 く確 信す る霊の 叫び を反映す る。

私 たちの生活 その もの が最 も良 い証 で ある。特 に，他か

らの圧力 に屈 す る こ とな く，義 し く生 きる姿 は， それ 自体

が立派 な証 で ある。 そ して，私 た ちが 心か ら信 じるもの を

反映 してい る。私 た ちの行 な いが告 白す る信 仰 と一 致す る

時に，主 は，私 たち を通 して，私 たちが 出会 うすべ て の人

人に証 を述べ て下 さるので あ る。

10.証 す る。 しば しば証す る。毎 月，毎週 ，毎 日，証 す

る。 あ らた まった時 に も， くつ ろいだ気持 ちの時 に も証 を

述べ る。筋 肉 と同 じよ うに，証 の 力 も，使 うたびに強 くな

るであろう。

個 人や家族，さらに国家さえも正す ことがで きるのはた

だひ とつ，神聖な真理 と力についての証 である。そしてこ

の証 を持 っている者は，天父の子供たちの中でご く少数

つまり私 たちだけである。その私たちが，不純であった り

人を恐れた りして， その証の力を十分に行使 できないとし ・

たら，一体主は どのように して奇 しきみ業 を成 し遂げられ

るだろうか。「塩 もし塩気 を失わば，何 を以て世に塩の味 を
l r串

つ くるこ とを得べ きか 。」(IIIニ ー ファイ12：13)「 さ れ ど汝

.らの中，或 る人々は わが悦 ぶ ところ にあ らず 。 そは彼 ら人

を怖 れて， 己が 口を開か ん とせず してわが与 えたる才 能 を
わざわい

か くす に よる。禍 な るか な， かか る人々 よ。 わが 怒 りは 彼

らに向 いて燃 ゆれば な り。彼 ら今 よ り更 に われに 忠実 な る

にあ らざれば 彼 らの持 つ もの まで も取 り去 られん 。」(教 義

と聖 約60：2-3)

私を改宗に導いた

義姉の証

シ ュ ッタ ・ス ロ ヘ ック

これは私の改宗談です。私が改宗 したのは，天使が私 に

現われたか らでも，不思議な夢を見たか らで もあ りません。

聖霊の力によって語 られた強い証 を聞いたためです。そ し

てそれが私の生活を変えたのです。

夫の家族はすでに数年前に教会に入っていました。けれ

ども夫 も私 もまだ教会員ではありませんで した。 しかし私

たちも近 くにある支部の 日曜学校や断食証会に出席 し，心

地 よく胸を打つ経験 を味わっていました。にもかかわらず，

まだ私は教会について知 りたいとは思いませんで した。

最初は夫 も教会に対 して気乗 りが しませんで した。実際

彼は父親に向きになって反抗 した りしました。けれども何

度も繰 り返 しレッスンを受け，一般の書物 と宗教に関す る

書物の両方 を真剣に読んだ後，ついに夫のア クセルは，末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会こそが真理 と主の権能 を擁す る

という結論に達 しました。そこで彼は私に知識の大切 さを

納得させ ようとしました。

私には理解できない くらい彼は突然熱心になりました。

そうすると，私ののんび りした生活が脅か されるのではな

いか と，私は恐れるようにな りました。 とにか く私は彼が

教えようとする言葉に耳を貸そ うとは しませ んでした。私

たちの関係は気 まず くな り，時お り激 しい口論 さえす るよ

うになりました。

義父と義姉の予期せぬ訪れを受けた時 も，私たちの状態

は同じでした。私は急ぎの家事に追 われ台所で忙 しく働 い

ている間，ア クセルは居間にいて，彼の父 と姉 と一緒に福

音について話 し合っていました。私が台所にいると義姉が

入って来て， しば らく私をじっと見つめて立っていました。

それから不意に，「ジュッタさん，ア クセルがバプテスマ を

受けようとしていることに対 してどうお思いかしら」 と尋

ね ました。
「そうね， どう言えばいいか しら。少なくともそれが何

であるか を知るために真剣に勉強しなければならない と思

いますわ」 と答 えました。そ うは言ったものの，私は 自分

が何 をしなければならないのかわかっていなかった と思い

ます。

すると義姉は言いました。「ジュッタさん，私 はこれ らの

ことが真実であることを知っているわ……。」そ して彼女は

福音が真実であ り，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が真の

教会であることを証 しました。その時の彼女の確信 と愛に，

私は胸 を打たれたのでした。

ふさわしい時に，ふ さわ しい言葉で述べられたこの証に ・

よって，私の心は備 えられ，数週間後には喜んで宣教師の

レッスンを受けることがで きました。私は最初はまだ熱心

になれませんでしたが，驚いたことに，すべての割当てを

喜んで受け ることができました。私はモルモン経を読み，

声を出して祈 るようにな りました。また人生の目的につい

て も理解できるようにな りました。そして，福音が非常に

わか りやす いものであることに何度 とな く驚いた ものでし

た。宣教師の教 えが非常に論理にかなった ものであると思

ったことも，よ く覚えています。

こうして私は教会が真実で南るという証を得 ました。前

にも話 したように，天使は現われませんで した し，不思議

な夢 も見 ませんで した。けれども，私は，ジョセブ ・ス ミ

スがこの末 日に私たちにもた らしたメッセー ジをはっきり

理解することがで きたのです。

1967年1月21日 ，夫 と私はバプテスマを受け ました。私

がこうして福音 を理解するようになったのは，義姉が証 を

述べて私に必要 なきっかけを与 えて くれたからです。以来

私は，霊感された証によれば多 くの事柄が達成できること

を学んできました。今 日私は数限 りない他の末 日聖徒 と共

に，主が生 きてお られ，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が

主の教会であることを証す ることができます。
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た った ひ と りの 人 によ って… …

アルゼ ンチ ン ・ブ エノス アイ レス南伝 道 部

工 ミ リオ ・0・ ヘ ル ヘ リ

40年 ほど前のこと・アルゼ ンチンのコル ドバに近いある
町で，ふた りの若 い宣教師がある婦人に福音を教 える

ことにな りました。彼女は5人 の子供を抱 え，経済的には

決 して楽ではあ りませんでしたが，主の助けによってどう

にか子供 たちを養っていました。そんな子供たちの中で，
一番熱心に宣教師の言葉を聴 いていたのが末の子でした。

彼は宣教師の言葉 を心 に深 く刻み込んだのです。そして，

成長す るにつれて，彼の証は強 くなってい きました。やが

て立派な女性 と家庭 を築 き，子供 をもうけ，教会の責任 も

数々果たす ようにな りました。ワー ド部の監督 を務め，現

在はステーキ部高等評議貝 として働いています。彼の人生

最大の望みは， 自分の息子 たちを宣教師 として送 り出 し，

人々に永遠の真理 を教 えることで した。

彼の望みはかなえられました。この彼 とは実は私の父で，

その息子である私は今，専任宣教師 として働いています。

読者の皆 さんは，私がなぜ このようなことを書いているの

か疑問に思われることでしょう。それは私が次のような経

験 をしたためです。

約2ヵ 月前に，私は同僚 とふた りでタンジル という町で

伝道を終えて宿舎に帰ろうとしていた時のことです。私 た

ちは，前に訪問してだれ もいなかった数軒の家 をもう一度

訪問 した方が よい と，心 に強 く感 じました。私たちが ドア.

を叩くと，ひとりの婦人が出て来 ました。婦人は私たちを

見ると， こちらか ら紹介す る間 もな く， こう言い ました。
「あなた方はモルモンですね。や っと来て下 さい ましたか。

もう1年 もあなた方 をお待 ちしていますわ。」

驚いたことに，彼女 は教会に宣教師 を送って下 さい と手

紙を書いでいたのです。 しか し，返事は一向に来 ませ んで

した。(そ のはずです。宛名が間違っていたのですから。)

それから彼女は， ここは自分の家ではないので， 自分の家

に来て教会について もっ と教えてほしいと，言いました。

私たちは早速訪問の約束をして，そこを出ました。

秋の膚寒い朝，私たちは 自転車に乗って，彼女が教 えて

くれた家 を捜 しました。家に着 くと，ガルシヤ といっその

婦人 と子供 たちが3人 ，私たちを待 っていました，。私たち
ザ8はあ
いさつをして家に入 り，す ぐに第1課 の レッスンを始

めました。部屋は広 く，少し寒 く感 じるほ どで したが，婦
・入と3人 の子供 たちは寒 さなど気にもせずに私たちのメッ

セージを聞いてくれました。私たちの説明は十分ではなか

ったか もしれませんが，主はみたまを注いで下さいました。

レッスンを終えて外に出た時，私たちふた りは，この家

族には福音 を受け入れ る備えがあると感 じました。

翌週私たちが再び訪れると，ガルシヤ夫人は，10歳 にな

る長男のアルベル トが宣教師にな りたい と言ったといっの

です。私 と同僚 はこの少年 をじっ と見つめ，救 い主がこの

永遠の宝 を彼 らに分かち与えるように と，この選ばれた家

族 を私たちの手に託されたことを強 く感 じました。3回 目

のレッスンの時，同僚は主のみた まに導かれるままに，彼

らにバプテスマのチャレンジを与えま した。ガルシヤ婦人

は目に涙 を一杯浮かべ，長男の手 をしっか り握 りしめ，そ

のチャレンジに応えて くれ ました。そ して彼女は，私たち

の教えていることが神か ら来たものであることは初めか ら

わかってお り， これこそ長い間捜 し求めていたものです と

言いました。

レッスンがすべて終 わり，ガルシヤ婦人 と息子のアルベ

ル トがバプテスマ を受ける，待ちに待った 日がや って きま

した。恵まれて，私が彼 らにバプテスマを施すことにな り

ました。私はこれまでこれほ ど大きな喜びを心に感 じ，主

のみ業に携われることを主に感謝 したことはあ りませんで

した。私はアルベル トを水に沈めながら，こうして受け入

れた永遠の真理 を人々に宣べ伝 える時の彼の姿を心に描い

ていました。

その 日の夜，私は寝室でひざまず き，私の祖母がこのガ

ルシヤ姉妹 と同じようにこの福音 を受 け入れて くれたこと

を天父に感謝 しました。また父が この福音 を守って，私が

教会の中で生 まれ育てられたことにも感謝 しました。さら

に今，こうして私 自身も主のみ言葉 を宣べ伝える者 として

働けるこ とを主に感謝 しました。

この先，主が私にどれ程 多くの人々に福音 を宣べ伝える

機会を与 えて下 さるかわか りませんが， この福音を聞 きた

い と私たちを待 っている多 くの人々のことを考 えると，私

の身 も霊 も言葉に言い尽 くせ ない喜びを覚えるのです。ま

た，アルベル トが宣教師になって，彼の証 と教えによって

改宗す る人々のことを考えるのです。彼 らもやがて他の人

人に福音のよきおとずれ を宣べ伝 えることで しょう。そし

てその子供たちもいつか宣教師になることで しょう。そん

なこ とを考 えていると，ふ と私の心に次のような思いが湧

いてきました。「たったひとりの人にバプテスマ を施すだけ

で，何 と多くの人を改宗 できることだろうか」 と。

ある人がかつてこう言いました。「りんごの種は数えるこ

とができる。 しか し，ひ とっの種から生 じるりんごは数限

りがない。」私は今初めてこの言葉の意味がわかったような

気が します。

宣教師の双肩には非常に大きな責任がかか っているこ と

を，私はよ く知っています。 と同時に，末 日聖徒 の若人が

その生涯のうちの2年 を神のみ業に捧げ，主の力を実際に

目にすることは，何 にも換えがたい幸福 であることも知っ

ています。人々に悔 い改めを説けることは，何 という素晴

らしい特権で しょうか。

たったひ とりの人によって，一国が改宗されることもあ

り得 るのです。少数の人々に宣べ伝 えるだけで，何 と多 く

の人々が救いをもたらすこの福音の恵みにあずかれること

でしょう。私たちには決 して想像で きないのぞす。
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伝道のみたま

ジ ェイ コブ ・デ イエガ ー

か簾綴謡認轡徽懇 趨 渓望室
がある。その大会後，ひ とりの女性が目に涙を一杯浮かべ

て私のところにやってきた。「私は どうしたら立派な宣教師

になれるでしょうか。求道者にどのように教 えればよいか

わか りません。」私 たちはこのことについて明確な説明を欠

いていた。そのために彼女には，求道者 と宣教師の橋渡 し

をして，彼らが親 しくなるようにすればそれでよいとい う

ことがわからなか ったのである。彼女が恐れたの も無理か

らぬことである。

教会員の中で， このような恐れを抱いている人がほかに

も大勢いると思 う。主は私 たちが恐れゐ ことを望んではお

られない。私たちが幸福 であって，その幸福 を分かち合 うよ

うに と望んでお られる。伝道のみたまは主のみたまである。

私はこれまでに，伝道活動 をしたいと望んでいなが らそ

の方法を知 らない立派な教会員に大勢会ってきた。私 たち

はどのようにすればこの伝道のみたまを得 ることがで きる

のだろうか。それに関 して次の4つ の提案をしたい。

1.福 音 に改 宗す る。私 たちは 自分 が救 い主の戒 め を守

って いない限 り， 兄弟 た ちを 力づ け る こ とはで きない。 ま

ず，自分 自身が改 宗す る こ とである(ル カ22：32参 照)。 そ

のため には求 道者 と全 く同 じこ とを行 な う。つ ま り， 福音

を学び，祈 り，教 会 に集 って， 主の みた まを受 け る こ とで

あ る。

2.証 を得 た ら，次 は教 会 の律 法 に忠実 に従 うこ とであ

る。主 は不 従順 な者に決 して伝 道のみ た まを与 えた まわ な

いか らであ る。 とは言 って も，私 たちが完全 でな ければ な

らな い と言 うので はな い。神 殿推薦状 を受 け るに足 るふ さ

わ しさを身につ け るこ とで ある。会員 た ちは， 伝道活動 の

励 弍 しを受 け たす ぐ後 に， 私 に しば しば次 の ようにその心

の内 を打 ち明け て くれた。 「私 には宣教 師は務 まりません し，

人に証 を述べ るこ とな どで きませ ん。 自分 は正 直者 ではな

いし，タバ コを吸ってい ます か ら。」 あ るい はそれが什分 の
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一を納めていないことや，家族に思 いや りを示 していない

ことか ら生 じる場合 もある。

3.私 たちは毎 日，伝道のみたまが得 られるように祈 ら

なければならない。このことはいくら強調 して も過 ぎると

いフことはない。私たちは伝道活動の証を得 ようと思って

も， それ を願い求めなければ与えられるはずはないし，み ・

たまの助けな くして伝道活動 を行 なうことはできないから

である。 ㌧.

4.私 たちは日々の活動において識別のみたまのささや

きに留意す る必要がある。そのみたまは，だれに， どのよ

うに話 しかければよいか，あるいは相手の人はどのような

人であるか をささや き，教 えて くれるからである。私は以

前の会社の仕事でもそうだったが，現在の教会の仕事でも

各地 を旅行することが多い。そこで思いついたのが，「現地

伝道」である。これは，郵便局で切手 を買 うために並んで

いる時や，バス停やマーケッ トで列をつ くっている時に伝

道す るというものである。私 たちはこれまで，長 い時間を

かけて人々 と親しく交わるように勧められて きた。そのた

めに，家族のフェローシッピング ・プログラムとしていろ

いろな方法が紹介されている。 しか し， この 「現地伝道」

は見ず知 らずの人に対する伝道である。

人は 「十人十色」であり，高人一人に効果的な接 し方 を

しようとすれば，必然的に相手の人がどうい う人かを知 ら

なければならない。そして聖霊は相手が どういう人か をよ

く御存知 である。従?て ，助けを祈 り求め，注意深 く耳 を

傾けることがその人に合った伝道方法を知 るために最 も大

切になる。・以下に，私たちの体験 を通 して得た福音の伝え

方を幾つかあげてみ よう。

1.愛 想のよい人。このタイプの人は，あなたがモルモ

ンだ と聞 くと大変喜ぶ。モルモン ・タバナ クルの合唱は素

晴らしい とほめる。 しか し，数分後には，にっこ り笑って

立ち去る。このような人にはどのように話 しかければよい

のだろうか。 まず私たちがこうして知 り合ったのは決 して

偶然ではないことを述べ，主が非常に大切 なメッセージを

用意 しておられることを証 し，彼の名前 と住所 を聞いて宣

教師に紹介する。私たちの責任は教えることではな く，宣

教師 との橋渡 しをするこ とである。

2.快 活で話 し好きな人。このタイプの人はあなたとも

喜んで話 をし，家族や趣味，仕事 など，何でも話をして く

れる。 しか し，話題 をひとつに絞 ることがなかなかむずか

しい。このような人にはどのように伝道すればよいのだろ

うか。主のみたまによれば，彼が話 している事柄，特に彼

が関心を持っている事柄 を福音の教 えにどのように結びつ

けることができるかがわか る。ある時，ひとりの人が，子

供たちの幼ない内から家族が一緒の時間を持つこ とは大切

であると話 していた。私は間髪 を入れずに，「それは素晴ら

しいことです。私たちの教会で教えているの も実はそのこ

となんですよ」 と言って，その人に家庭の夕べのプログラ

ムを紹介 した。

3.落 ちつ きのない人。このタイプの人は何度 も話の腰



を折 る。興 味 を示 して くれ るか と思 えば， す ぐに気が 変わ

る。 また論議 を呼 びそ うな問題 を取 りあげ ては， モル モ ン

の見解 は ど うか と質 問 して くる。 多 くの教 会員 は その よ う

な問題 な ど考 えたこ ともな く， ろ うば い して しま う。 しか

し，私 た ちはその ような質 問 には答 え る必要 がな い。彼の

定 ま らな い性格 を逆 用 して，私 た ちの信 じてい る人生 の 目

的 につ い て説 明 した いので宣教 師 を派遣 して もよいか ど う

か尋 ね る とよい。

4.よ く見 かけ る第4の タイプは， あ なたの友好 的 な態

度 を喜 ん でい る一 方で， それ以上 深 入 りす る こ とを恐 れて

いる とい った， いわゆ る優 柔不 断 な人で ある。 この よ うな

人 はい ろいろな こ とを一度 に教 え選択 させ よう とす る と，

恐れ を抱 いて しま う。 そ こで，伝 道活動 は， 天父 の子供 た

ちすべ て に救 いを得 させ るため に天 父が定 め られ た計画 の

一部 であ る こ とを まず はっ き りと証す る
。 そ して メ ッセー

ジを受 け 入れ るか ど うか を今す ぐ決 め る必要 は な いこ とを

告 げ， 宣教 師か ら もっ と多 くの事 柄 を学ぶ よ っに勧め る。

5.第5の タイプ として よ く見か け るのに，慎 重思考 型

の 人が い る。 この タイプの人 は 自分 の意見 を述べ る前 に，

で きるだけ 多 くの説明 を聞 きた い と言 う。私 たちが なぜ そ

の よ うな こ とを し， それが どの よ うな益 にな るのか知 るこ

と を欲 す る。 その よ うな時， 直 ちに聖 典 を取 り出 して， 自

分 の好 きな箇所 を引用 して， その意 味 を よ く彼 に考 えて も

ら うよ うにす る。 そ うす れば，興 味 を示 して くるに違 いな

い。 宣教 師 との集会 で も，重大 な 問題 につ い て話 し合 う と

い う形式 を とった方が この人 の性 格 に合 うこ とだ ろ う。

6.こ れ と少 し違 うのが無 口な人で あ る。 この タイ プの

人 は， 腕 を組 み， 無表情 で， ただ 黙 って聴 くだけ であ る。

往 々に して見か け よ りも関心 度が 高 く， 自分 を適度 に抑 え

て，相 手 の気持 ち を上 手に くみ取 って いけば， 非常 に よい

伝道 がで きる。時 折，私 たちは福 音 を宣べ 伝 える熱心 さの

あま り，必要 以上 の こ とを話 して しま うこ とが あ る。私 た

ち夫婦 は よ く心 の 中で祈 り， ふ た りで話 し合 ってい る福 音

の 原則 につ いて よ く考 え， わか らな い事 柄 を尋ね ， その答

え を待 った もので ある。 もし私 た ちが じっ と待 って， 彼 ら

が心 を割 って話 をす るよ うに なれば， そ の心 に は信頼 の芽

が 育 ちつ つ あ る と考 えて よいだ ろ う。

7.一 見友好 的 では あ るが，近 づ きが たい 人。私 もかつ

ては この よ うな タイプの 人間 だ った。昔， 宣教 師 にこ う言

ったことがある。「あなたが たの行 な ってい る こ とには非常

に感 じる とこ ろが あ ります し， 立 派な こ とだ と思 い ます。

しか し， 私 は現在 の生活 を変 えて まで そ うな りた い とは思
"㍉
・ませ ん。仕事 もあ る し，車や 家 もあ ります 。そ れに愛す

る妻や 子 もい ます 。今 の生活 で十分 満 足 しています。」 す る

・と宣教 師 は私 に
， あ なたが この世 を去 る時， つ ま り今 持 っ

てい るものすべ て を失 う時 の こ とを考 えて下 さい と言 った。

それは私 に とって非常 な シ ョッ クで あった。私 はその よ っ

なこ とを考 えた こ とはなか っ た。 恐 ら く大抵 の 人が そ うで

あろ う。 こう して私 は， ほか に大切 なこ とが ある こ とに 目

覚 め たの だ った。

それで も私 は友 人た ちか ら離れ， 自分が これ まで大切 に

して きた もの をあ きらめ るこ とが で きなか った。幸 い に も，

主は私 に素晴 らしい伴侶 を与 え，最 も大切 な道 を選べ るよ

うに して下 さった。妻 は初 めか ら証 が あっ たに もかか わ ら

ず，私 と一緒 で なければバ プ テスマ を受 け よ うとしなか っ

た。そん な妻の態度 か ら， 私 は 自分に とって， また私 たち

夫 婦に とって何が一 番大切 か を考 える よ うにな った。富や

社 会的地位 よ りも大切 な，私 が本 当に求め てい る ものが何

か を知 ったの であ る。

8.ひ ときわ異 なる タイプに，偏 見 を持 っ た人々が いる。

彼 らは よ くこ う言 う。「ああ，モ ルモ ンですか 。よ く知って

い ます よ。 多妻結婚 で し ょう。 それか ら無理や り収入 の1

割 を払 わ され，多 くの問題 を抱 えたア メ リカ を離 れて，わ ざ

わ ざ私 た ちに教 えを宣べ伝 えよ うとしてい る。」 こ うい う人

人へ の働 きか け として，絶 えず友 好的 な態度 で， その情報

を どこか ら得 たの か尋ね てこ うい うとよい。 「私 もモル モン

の ひ と りとして， その よ うな話 に深 い関心 をもってい ます 。

で も， あなたの話 をお伺 い してい て， あ なたが その よ うに

お っ しゃ るの も もっ ともだ と思 います。 どうで しょ う。一

度宣 教師 にお会 いに なって，教会 の説明 を聞 いて ご らん に

な りませ んか。 そ うす れば， あ なた も教会 の教 え を もっ と

完全 な形 で理解 で きる と思 い ます 。」

9.熱 心 な人。 この よ うな 人は， 真理 を求 めて祈 って い

る人 であ る。私 た ちは真理 を知 って いる こ とを証す るだけ

で よい。通常， 宣教 師 を喜 ん で受 け 入れ るだけで は終わ ら

な いはず であ る。 当然の ことなが ら， こ うい ったタ イプの

人は今 までの人々 と比べ て非常 に少 ない。

もち ろん多 くの場 合，私 た ちはた だ種 を蒔 くだけで ある。

そ して， そ こか らいつ芽 が 出て，実 がな るかだ れに もわか

らない。最近 ， フ ィ リピ ンのバ グイオで の軍 人の大会 を終

えて， マ ニ ラに 向か う途 中 での こ とで あ る。飛行 機 の遅 れ

で， しば ら く飛行場 で待 つ こ とにな った。す る と，英語 を

全 く話せ ないふ た りのフ ランス 人女 性が 言葉 がわか らず 困

って いた。私 は早 速ふ た りの ところに行 って， フラ ンス語

で 「どこ までお いで ですか」 と尋 ね た。 ふ た りは私 と同様

マ ニ ラへ行 こ うとしてい た。そ れが きっか けで，飛行機 を

待 って い る問，私 たちは いろ いろな こ とを話 す こ とがで き

た。 当然の こ となが らふ た りは私 の旅 の 目的 を尋 ねて きた。

そ こで私 は教会 の こ とを説明 した。教会 の ことと言 って も，

日の光栄 の王 国 とか ，天使 モ ロナ イの こ とでは ない。 この

よ うな不 測 の事 態 に直面 して も忍耐 す るよ うに，福 音 は教

えて い るこ と， またなぜ この福 音は私 を幸福 に して いるか

といった こ とにつ いて であ った。私 は このふ た りの女性 に

名刺 を渡 し，是 非宣 教 師に連絡 を取 って下 さい と言 って別

れ た。私 には こ うして蒔 い た種 が その後 ど うな ったか知 る

術 もな い。 ある面か ら見 れば， それ は私 が知 る必要 の ない

こ とか もしれな い。私 は 人々 に福 音 につ いて語 り， その時

に主 のみ た まの助 け を感 じるこ とで 自分 自身幸福 を得 られ

るか らであ る。 そ して この幸福 は， 求め る.ならば，毎 日得

る ことが で きるので あ る。
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伝道活動は家庭から

家庭内の教会員でない家族に対する伝道

壁層畝

ア ー ネ ス ト ・エ バ ー ハ ー ト'・ ジ ュ ニ ア

会員でない夫(ま たは妻)を もつ姉妹(ま たは兄弟)教
か ら繰 り返 し尋ねられることに，「夫(ま たは妻)の 心

をもっと教会に向けさせ るために，私は何 をすればよいで

しょうか」 という質問がある。この質問に対す る 「正解」

が得 られれば，私たちの生活は変わることだろう。

まず考えていただきたい事柄が幾つかある。最初か ら難

問で恐縮だが，「どうして私の夫(ま たは妻)は 福音に基づ

く生活に関心がないのだろうか。」これは非常に重要な質問

である。なぜなら，いかに立派な治療を施 そうと思って も，

正確な診断の裏付けがなければ何 もで きないか らである。

その診断 も時間をかけ，忍耐強 くしか も完全に，祈 りの心

をもって行なった ものが必要である。先 を見通 し，的確 な

判断を下すためには，時間を十分にかける必要がある。 も

し教会に信頼できる友 人や指導者がいれば，その人に相談

して，あなたの夫(ま たは妻)が 霊的に何 を必要 としてい

るかを判断す ることができる。いずれにして も，よく思い

計 り，聖きみたまの確認を得て正確な判断を下すならば，

福音が生活においてどういう意味 をもっているかを夫(ま

たは妻)に ， よく理解 させることがで きるはずである。

さらに，次のような質問については どうだろうか。教会

が彼の余暇の妨げ となってはいないだろうか。彼は友人を

失 うことを恐れてはいないだろうか。 どうしても断つ こと

ができないと思い込んでいる習慣はないだろうか。これま

でに教会員 と問題 を起こしたことはないだろうか。教会の

教義や儀式をあまり知 らないために，集会 で退屈に感 じた

り，当惑した りしたことはないだろうか。以上はほんの一

部であ り，ほかに もいろいろな問題が考えられると思 う。

もう一度繰 り返すが，彼の霊的な要求を満 たし，福音生活

の望みを起こさせ るためには，現在彼に欠けているものは

何で，それを満たすには どうすればよいかを判断すること

である。

彼に必要なものがわかったら，それ を紙 に書 き出す。そ

してそれを読み，検討 し， よく祈 り，瞑想してひ とつの行

動計画を立てる。文字にしない目標は，結局希望 で終わる

ことが多いか らである。 まず 自分がなすべ きことを確実に

しようではないか。

「されど見 よ，われ汝に告 ぐ，汝心の中によく思い計 り，

その後 問うこともし正 しか らば汝問わざるべか らず。問う

こと正 しか らば，その時われ汝の心 を内に燃や さん。これ

によりて汝にその正 しきを感ぜ しむ。」(教 義 と聖約9：8)

次は計画の実行である。何 を行 なう場合で も， まず必要

なのが忍耐である。何事 も，段階的に一歩一歩進めていか

なければな らない。いかなる場合 でも，本人が負担に感 じ

るようなことがあってはならない。人間の性格は元来非常

にがんこで，容易に変えられるものでな く，忍耐強 く少 し

ずつ改めてい くしかないのである。 もしあなたがその改善

の障害 となっている要 因を急いで取 り除こうとすれば，精

神的な混乱を与え，手の施 しようのない極度の緊張と錯乱

状態の中に彼 を陥れることになる。

結 婚によって結ばれた夫婦の精神的な絆は非常に強い。

そしてこの愛の絆は，互いに価値 ある人間 として受け入れ，

尊敬 し合 う気持 ちの中でさらに強め られてゆ くものである。

ところが，教会員でない相手に，教会員に求められる性格

に変えるよう要求す るとすれば， それは不適格の らく印を

押すことであ り，結局は怒 りを招 くことになる。そして，

このような要求 をして相手 を傷つけた り，怒 らせた りする

のではないか という恐れ を抱 くことも，相手 を福音の改宗

へ と導 くのに大きな障害 となるのである。では， ここでそ

のひ とつの例 を見てみよう。

ヘンリー ・マッケイという人が，教会に非常に熱心 で活

発なある女性 と結婚 した。しか しヘン リーは彼女の家族に

会 うといつ も， 自分のような非教会員 と結婚 したことで，

皆が 自分たちを白い眼で見ているように感 じた。これが度

重なるうちに，彼は次第に防衛的になって きた。そして，

家族の集いに参加 しな くなった。そうするうちに，彼女の

家族の短所や欠点が 目につ くようになり，その怒 りを妻に

ぶつけるようになった。

感受性の強い彼の妻は，そのことにす ぐ気づいた。彼女

は夫を愛 しているし，忠実で献身的な女性だった。そして，

いつの 日か夫が教会に入って，活発な会員になってくれる

だろ うと思っていた。丁度ヘ ンリーが出張していた日に家

族の集いがあったので，彼女は早速行動 を起こした。 この
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問題 を家族の前に持 ち出し， 自分の夫は立派な人であると

訴えた。ただこれまでに福音の計画を知 る機会がな く，教

会に入れなかっただけで，夫 も自分たちと同じ神の子であ

ることを認めてほしいと頼んだ。そして彼の性格のよい面

を見てほしいと言った。こうして家族は，温かい眼で彼 を

見守 り，理解 していこっといっことになった。

するとヘ ンリーの態度が変わってきた。 自分 も受け入れ

られると感 じることによって，彼女の家族 との関係 は よく

な り，次第に自分の生活 を教会的に変えるようになってき

た。こうして彼は妻の信頼に応え，活発な教会員 となった

のである。

福音の原則が最 も容易に受け入れられるのは，それが愛

と関心の中で与えられた時である。慈愛，すなわちキ リス

トの純粋な愛は，かた くなな態度や信念 を和 らげる万能薬

である。 日々の活動や交際の中でも，真の愛があれば，人

を思いや り，尊敬す る気持 ちが高められる。幸福 な結婚生

活 を営むためには，明か るさと信頼を保つ ように最善の努

力を払 うことが必要である。夫婦はそれぞれ神か ら賜わっ

た責任を完うするためにできるだけ互いに助け合わなけれ

ばならない。たとえささいなことであって も相手をほめ，

励 まし，相手の進歩を認めることは，信仰 に基づ く生活に

導 く上で，強力な手段 となるものである。特に大切なこと

は，家族会議や家庭の夕べ，そのほか レクリエーション活

動 において も，父親が主導権 をもつ ようにす ることである。

こうした努力 と献身は愛を深め，心 を開き，永遠の家族生

活を望む気持ちを強 くするのである。

これは何度でも繰 り返す価値のある真理であると思 うが，

人の態度や信念は，その人が人生に対 して抱いている気持

ちの上に築かれているものである。従 って，私たちが心 を

配 り，その福利に関心を寄せ，彼 らが価値 ある人間になろ

うとしているその努力を温かい目で見守っていることを気

づかせ ることができるならば，人々は心 を開いて，福音が

自分たちの生活をどのように幸福にするものであるか を理

解するようになるであろう。

伝道部長であった時，私は大勢の改宗者に，教会に入っ

た理由を尋ねたことがある。これに対して，「友人がいたか

らですよ」 と答えた人が非常に多い。通常非教会貝は，す

でに福音 を信 じている人々か ら受 け入れられることによっ

て，福音 を受け入れるようになるものである。人は一般.に，

原則に改宗する前に，人間に改宗す るのである。前に指摘

したように， まず配偶者を改宗 しなければならない。その

次に必要 となるのが教会の新 しい仲間である。私たちはこ、
"L8

の人間の性質に関わる基本的な真理に気づ くまで，いく.ら

努力 して も大 きな障害 を取 り除 くことはできないのである。
'人 は友好の輪がないところにはなかなか足を踏み込めない

のである。

この新 しい友好の輪 も最初 は1対1で ，少 しずつその輪

を大 きくしなければな らない。大勢の人々の中では落 ち着

かないという人がいるか もしれない。そのような人を初め

から教会に連れてきてはならない。これが即，あなたの夫 「

(または妻)に 当てはまるというわけではないが，よ く判

断 して決めなければな らない。教会の活動 に参加すること

をためらっている人々は，'信仰がないからではな くて，憶

する気持ちがあるためであることが多い。従って，新 じい

人々への紹介や，活動への招待は徐々に行なう必要がある。

最初は家庭でパーティー を開いた り，旅行 を計画する方が

よい。そして次第に建築 計画や福祉計画への協力を求めた

り，扶助協会や神権組織の社交活動など， レクリエーショ

ン活動 にも楽 しく参加できるようにす る。夫(ま たは妻)

がすでに特別な才能や関心を持 っていることがあれば，そ

れに関連 したスポーツや レクリエー ション活動 に参加する

ように提案 してみるとよい。

恐らく，子供ほど両親に大 きな影響 を及ぼせ る人はいな

いであろう。数年前，私はアイダホ州 でセ ミナ リーの実験

プログラムに参加 した。それに参加 した生徒は皆， レッス

ンプランを覚えて，家庭で両親にレッスンすることになっ

ていた。子供たちの中には両親が不活発であった り，教会

員でない者 もいた。彼らは両親が活発に教会に集い，神殿

で結び固めができるようにと望 んでいた。レッスンをする

子供たちの熱意に，ある両親の心は和 らぎ，教会の集会や

活動に活発に集いたい と思 う心が再び呼び覚まされたのだ

った。 この実験プログラムを行なったステーキ部長は こう

報告 している。これまで教会員の活発化や，父親に神権昇

進 の意欲 をもたせ るためにいろいろなプログラムを行なっ

てきたが，今回のプログラムはそのいずれにも増 して効果

があった と。事実子供 も両親を導 くことができるのである。

従って教会員でない家族 を教会に導 くプログラムに彼 らを

参加 させる機会を持つようにすべ きである。

ある販売会社では各室に次のような標語を掲げていた。
「人が買 う物 を売 ろうと思えば，その人の 目で物を見 る必

要がある。」以上，教会員でない家族に福音に対する関心を

持たせ る方法をいろいろ と提案 してきたが，最善の方法を
一言で言 うとすれば，これである。 この方法によれば，こ

れまでしばしば努力を無に してきた自我の衝突 も避けるこ

とができる。人は生来福音を受け入れるようになってお り，

夫婦が互いに愛 し合い，必要 とし合 うならば，今す ぐにで

も永遠の家族になることができるのである。この愛が福音

に添った生活 をしたい という望みや必要性 を生む ようにな

る。これで，「夫や妻，子供にどのようにすれば教会に対す

る関心 を持たせ ることができるか」 という質問におおむね

答えられたと思 う。

愛に満ちた，誠実で，模範的家族関係 を維持す ることが，

天父のみ もとへ帰るのに最 も大切である。 ともか く，あな

たの家庭にある良 き事柄 をいつ くしみなさい。あなたの夫

(または妻)が 持っている，すべての良い性格や徳を忘れ

てはならない。夫(ま たは妻)が 結婚生活の初めか らあな

たの愛を得て，それを次第に大 きな愛へ と育てていくこと

ができれば，それが将来の夢 をかなえさせ る最大の力 とな

るのである。
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「今 は私 につ いて きなさ'い
」

キ ャ サ リン ・H・ ア イ プ ソ ン

シ タ'マ タェ ル ●ロム姉妹 は トンガに住 む教会 員 です・
彼女の切 なる願いは，15人 の子供たちを全員信仰篤 い

末 日聖徒に育て上げるこ とでした。けれ ども教会員でない

夫のス ミューか ら，「教会へ行 き過 ぎるん じゃないかね。少

しは家にいたらどうだい」とよく言われました。彼は妻が こ

れらの集会で得た助けや，出席 している人々から得た力が

理解できなか ったのです。

シタは 自分で菜園を造 り，そこでできた野菜を少し売っ

て， しば しば家計の足しにしました。そしてそのわずかな

収入の中か ら必ず什分の一 を納め ました。こうして彼女は

子供たちに勤労の価値，正直に什分の一 を納めることの価

値，教会の集会に出席するこ との価値 を教 え込んだのでし

た。

「今は私について きなさい。そうすればいつかあなたた

ちはお父さんに従 って行ける時が きます」 と，子供たちに

よく言ったものです。 しか し，ス ミューが教会に対 して同

じ考 えを持てなか ったので，家庭の中で一致 と平安 を保 と

うとすることは本当に難 しいことで した。「何度 も何度 も泣

きました。私は家庭の中に一致がないことを知っていまし

た。助けが必要 でした。」

彼女は10人 の兄弟姉妹に囲まれて育 ち，両親は忠実な末

日聖徒で した。初めて村に教会が組織 された時，彼女の祖

父マ タエル兄弟は，教会堂が建設されるまで教会堂の代 り

に宣教師に 自分の家 を提供 しました。 こうした環境の下で，

彼女は証 を育んで きたのです。

次男のモーゼスが宣教師 として働 くよう召された時，彼

女は彼 と，家庭について，また教会に対する父親の気持 ちに

ついて長い間話 し合いました。彼 らはス ミューが福音を理

解 で き るよ う主に助 け を求 め るため， 毎週 月曜 日に断食 し

祈 るこ とに しま した。

月 曜 日に な る と時 々， ス ミューは シタが 食事 をしないこ

とに気付 き，「また どう して食べ な いんだ い」と尋 ね ま した。

す る と彼 女 は きまって，「私 た ちの家庭 に は うま く行 って い

ない こ とが あるの で， 主 の助 け が必要 な んです。 ですか ら，

断食 を し，助 けて下 さ るよ うに主 にお願 い して いるんです」

と答 えま した。 レ

そ う した ある 日の こ と，物 思 いに ふけ ってい たス ミュー

はシタに こ う言 いま した。「君が いつ も自分 の稼 いだお金 で

什分 の一 を納め て いるの を知 ってい る よ。僕 の分 も納め て

いいか らね。」こ っして彼女 はそ の月 は 自分 の什分の一 だ け

でな く，夫 の分 も納め るこ とが で き ました。 この こ とは彼

女 に とって本 当に うれ しいこ とで した。

1年 間， シタ とモーゼ スは毎週 月曜 日に断 食 を しました。

ある 日モー ゼス は， 今 晩教会 につ い てお父 さんに話 をした

い と母 親 に言 い ました。 そ して夕 食後彼 は ひ と りで父親 と

話 しました。「お 父 さん ，御存知 の よ うに僕 は宣教 師 です。

です か ら人々に福音 を宣 べ伝 え ます 。 で も誰 よ りも まずお

父 さんにバ プテ スマ を施 したいん です。 そ うす れば他 の人

人に も福 音 を説 くこ とが で きます」 と言 い ま した。

ス ミュー の 目にはみ るみ る涙が あふれ ました。「私 は何 年

も何年 も教会 の こ とを考 えて きた。 それ に この教 会が真 実

であ るこ とを知 って いる。主 は私 た ち夫婦 を祝福 して下 さ

った。 それ で私 たちに はた くさん の子 供 が いて， み んな丈

夫 で健康 だ。私 は幸福 者 だ と思 って い る。だ か らバ プテス

マ を受 け たい。」

ス ミュー ・ロムが バ プテ スマ を受 けて教 会 に入 ったのは

週 末で， トンガ では大々 的な お祭 りのあ った 日で した。 そ

の後 ロム 家族 はハ ワイに 引 っ越 し， しば しば神殿 に入 り，

ハ ワ イ州 カネ ア リー ステー キ部 カイルア 第2ワ ー ド部 に活

発 に集 って い ます。 そ して シタは何度 も子供 たちに言 い ま

した。「お 父 さん に従 い な さい。 立 派 な お父 さんだか ら」

と。

「一

586



友人を教会に誘う時の心得

ス ヘ ン サ ー ・J・ コ ン ァ ィ

シ ユー マーノ'一ス夫妻 は・ふ た りの子 供 を持 っ素敵 な若
夫婦 で した。 シュー マーハ ース氏 は大変 なヘ ビース モ

ー カー で
， その悪 い習慣 か ら脱 け 出そ う と努 力 してい ま し

た。 そ して，宣教 師の レッスン を受 け るこ とに夫婦 そ ろっ

て 興味 を示 し ました。 彼 らが2，3回 レ ッス ン を受 けた頃，

私 た ちは彼 らを教会 の集会 に誘 いま した。次 の 日曜 日は ち

ょうど断食 日曜 日で した。

日曜学校 に 出席 した後， 私 た ちはふた りに感 想 を聞 き ま

した。一方 な らぬ，熱意 に あふ れ た答 えが返 って きたの で，

私 た ちはそれ な ら と， さらに断食証会 に も出てみ る よ うに

勧 め ま した。 ふた りは少 し気 が進 まな いよ うで したが 出席

しま した。集会 は非常 に霊 的で素晴 らしか ったの ですが，

長 引 いて2時 間近 くに もな って し まい ま した。 そのため 彼

らの小 さな子供 た ちはむずか って， 彼 ら もほ とほ と困って

い ま した。

集会 が終 わって，私 た ちは また感 想 を聞 きま した。 とこ

ろが この度 の返 事 は， 日曜学校 の時 とは打 って変 わ って，

熱意の な い もので した。 シュー マーハ ー ス氏は， 冷やや か

に こ う答 えま した。「集 会 の時間が長 す ぎ ます。こん なに長

い とは思 って もみ ませ ん で した。私 の教会へ は こ こ何年 か

行 ってお りませ んが， こん なに長 い集会 は初 め てです。」

この次は 自分 た ちで来 たい と思 った ら来 ますか ら， と言

わ れて，私 たちはが っか りしま した。

私 た ちの 周囲に は， シューマーハ ー ス氏 の よ うな 人が た

くさん います 。彼 らは立派 です し， もちろん， 彼 ら も神 の

子供 です。 しか し多 くの 人は まだその こ とを知 りませ ん。

彼 らの 多 くは，安 息 日を映画館 や遊 園地，ゴルフ場 ，舟遊 び

場 な どで過 ごす娯楽 の 日だ と考 え る家庭 で育 ち ま した。 日

曜 日は，庭 の手 入れやペ ンキ塗 りをした り，車 を洗 った り，

テ レビの野球放送 を見 なが らビールを楽 しむ 日だったのです 。

では， どうすれ ば私 たちの周 りに い るシュー マーハ ー ス

家族 の心 を動 かせ るで しょうか 。 それ には，何 よ りもまず

相手 の立場 に立 って物 事 を考 え るこ とです。私 たちは 日曜

日に ピクニ ックに誘 われ た ら， きっ と不快 な気 持 ち を抱 く

に違 い あ りませ ん 。そ れ と同 じよ うに，十分 な準備 もな し

にただ思 いつ くま ま人 を集 会 に誘 った とした ら，誘 われ た

相 手は不快 な思 い を抱 くことで し ょう。です か ら，・相手 の
穿駈8

状 態 を知 り，相手 の立場 に立 って働 きかけ るこ とが 肝要 で

す。 そ して， どん な働 きかけ をす る時に も， 愛 と友情 を忘

'れ てな らない こ とは言 うまで もあ りませ ん
。

順序 を追 って

2年 前， アー ネス ト ・エバー ハー ド ・ジ ュニ ア兄弟か ら，

隣人 に福 音 を分か ち合 うこ とに関 して 多 くの効 果 的な方法

が提 案 され ま した(「 聖 徒 の道」1975年2月 号，pp.56-60)。 』

その中か ら，友 人 を教会 の集会 に誘 うまでの準備 ゐ段階 を

幾 つか あげてみ ま し ょう。(1)ま ず 友達 にな る。相 手の こ と

を よ く知 り，親 し くな ってか ら集会 に誘 い，宣教 師 のレ ッ

ス ンを受 け るよ うに勧め る。(2)あ くまで も交流 を深め る こ

とを 目的 として，相 手 を家 に招待 した り一緒 に出か けた り

す る。(3)「 聖 徒 の道」や教 会 のパ ンフ レッ トな どを贈 る。

(4)家庭 の夕べ，補助 組織 の集会 ， ファイアサ イ幽ド， その他

親 ぼ くを図 る教会 の集会 に誘 う。細心 の注意 を払 い， よ く

祈 って こうした下地 を築 い ておけば， 日曜学校 や聖餐会 に

誘 って も，友情 の当然 の延 長 にほか な らない と理 解 して く

れ るで しょ う。

日曜 日をいつ も菜 園で過 ごしている人に は， 聖餐会 よ り

もス テー キ部 の農場 に誘 った方 がず っ と受 け入れ られや す

い で しょ う。 また， ゴル フや水 泳， テニ スな どス ポーツ を

楽 しんで いる女性 には， 日曜学 校 よ りも扶助協 会 の姉妹 た

ち とバ レー ボール をす るよ うに誘 った方が， は るか に反応

が速 いで しまう。夫 の場合 ， そ の人の才能 に応 じて， ワー

ド部 の ソフ トボール チーム に勧 誘 した り，長 老定員会 のパ

ー テ ィー用 にス キ ッ トを書 い て もらった りす るこ とがで き

ます 。 また， そのパ ーテ ィーで ギター を演奏 して もらうの

も よい で しょう。妻 の場合 には， まず ホー ム メー キ ングの

レ ッス ンに誘 い， それか ら教 養，社 会，最 後に霊 的生活 と

い う順 序 で招 くよ うにす る とよい と思 い ます。

子供 をカブス カウ ト，初 等協会， ミュー チャル な どの集

会 に誘 う時は，両親 の承諾 を得 る こ とが 大切 です 。 わが子

の活 躍 を誇 りに思 わな い親 が どこにい るで しょうか。

教会 の史跡や神殿 ，訪 問者セ ンター を訪 れ る ことや地 元

の教会 で行 な うオー プ ンハ ウスは，福音 を 「順序 を追 って」

紹 介す る よい機会 です 。近所 の人 々 を招 いてパ ーテ ィー を

開 くこ とも，互 いのっ なが りを強 め るこ とは もち ろん，近

所 の人 を他 の教会 員に 紹介 す るよい機会 です。 この よ うに

断 食 し祈 って十分 に下 準備 が整 った ら，適 当な時機 に，「今

度 の 日曜 日，御 一緒 に 日曜学校 にお出か けにな りませ んか」

とい うふ うに尋ね ます 。土台が しっか りと定 まっていれば，

集 会 に集 って も友 人が そばにい るの で， きっ と くつ ろいだ

気 持 ちでい られ るに違 いあ りませ ん。

不安 を抱かせてはいけない

私たちがシューマーハース家族の時にしたような失敗 を

繰 り返 さないために，集会ではどんなことが期待 されてい

るか を前 もって知 らせ てあげるようにしましょう。そうす

れば くつろいだ気持 ちで集会に臨むことができます。 日曜

日の2，3日 前に， ワー ド部や支部の何人かの会貝に， 日

曜学校に友人を連れて来 ることを知 らせ ます。教会員は普

通，その ようなことをしな くても暖か く歓迎しますが，そ

れでも聖徒たちが丁重に迎えれば，招かれた方は気分 もほ

ぐれて楽な気持ちになれるものです。

積極的でありなさい

私たちは時々，無意識のうちに，教会の集会について防
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御的な姿勢 をとることがあ ります。教会の集会が赤ちゃん

の泣 き声で妨げられることもあ ります。しか し， そのよう

な時にはわびてばか りいないで，教会では家族が永遠に続

くものであることを教 えているので，赤ちゃん も含めて家

族 ぐるみで教会 に集っているということを，隣人に 自信 を

もって告げるようにしましょう。

教会は聖徒たちをととのえるためにあり(エペ ソ4：2参

照)，私たちはだれ もが霊的に成長するために責任 を持つ必

要があると考えています。従 って， 日曜学校や聖餐会で口

ごもりなが ら話 をする子供がいても，そのことを友人に自

信 をもって言えるはずです。

友好的な聖徒は，隣i人に_兄 弟， 姉妹 と言って話

しかけますが， これは，私たちはみなひとつの家族の子供，

すなわち天父の子供であることを理解 しているためです。

現実に，大部分の人が兄弟，姉妹 と言って迎 えられること

を快 く感 じています。

集会が終わると，教会の玄関付近はにぎやかにな ります。

それについては，教会員は福音の愛 とい うひとつの絆で結

ばれているので，顔 を合わせることをとても喜ぶ と説明す

ればよいで しょう。これは何 も敬慶でないということでは

あ りません。お互いへの愛 と関心 を示 したい一念でそうす

るのです。

模範 を示 しなさい

私 たちは， ただ言葉 だけに終 わ って， 生活 が伴 ってい な

い こ とが あ ります 。 口に出 して 言わ な くて も， 交流 を深め

るこ とはい くらで もで き ます。家族 そろ って教会 に 出か け

る時，私 た ちの隣 人は どんな光景 を 目に してい るぞ しょ う

か。父親が 大声 で早 く車 に乗 る ようにせ かす そばで，母 親

が あたふ た と子供 の服の ボ タン をとめ なが ら，せ わ しな く

玄関 を出て くる， あわ ただ しい光 景 を 目に した らど うで し

ょ九 また，教 会か ら帰 って来 るな りや れや れ とい った大

きなため息 をつ いて，「あ一 あ，まいっ ちゃった。あ の人の

話なん て長 いん で しょう。きっと準備 して いなか ったのね」

と言 った とします。 それが 庭 の手入れ を してい る隣 人の耳

に入 った ら， 彼 らは何 と思 うで しょ う。私 た ちは時 々， 隣

人にその よ うな不平や ぐち をこぼ して，教 会 の責 任が重 す

ぎるとい う印象 を与 えて はいな いで しょうか。 主に仕 え る

こ とを心か ら感謝 し， この上 な い喜 び と思 ってい るこ とを

示 して いるで し ょうか。

準備のできた人 を見つける

人は自分 と同 じような価値観，態度，考 え方 を持つ人間

に引かれる傾向があることを，かの偉大な宣教師，使徒パ

ウロは知っていました。その理由をパウロは次のように述

べています。

fわ たしは，すべての人に対して 自由であるが，できる

だけ多くの人を得るために， 自ら進んですべ ての人の奴隷

になった。

ユダヤ人には，ユダヤ人のようになった。ユダヤ人を得

588

る た め であ る。』… …

弱い人 には弱 い者になつた。弱 い人 を得 るためで ある。す

べ ての 人に対 しては，すべ て の人の ように なった。なん とか

して幾人か を救 うため である。」(1コ リン ト9：19-20，22)

私 た ちにはすべ ての 人 を招 く責 任 があ ります。すべ ての

隣 人に，働 く仲 間に手 を差 し伸べ る義務 が あ るの です 。 し'

か し， 内気 な人 には慎重 に忍耐 強 く接 しな ければ な りませ

ん 。その反 面， もっ と頻繁 に一 緒に 外出 した方 が よい人 もい

いるで しょう。忘 れて な らないのは，親 しい友 達 になって

初め て実 のあ る伝道 が で きる とい うこ とです 。

私 た ちの 目標 はす べ ての人 を神 の王 国に招 くこ とですが，

すべ ての 人が 「早 白 くして刈 り入れ を」 待 ってい る状 態で

あ るわけ ではあ りませ ん。 この こ とにつ いて， 私 たちは イ

ー スタ ン大学 の大学 院 に在 席 中
， 貴重 な教訓 を学び ました。

私 たちは数 人の級友 を宣教 師に紹 介 した ものの，教会 には

ひ とりも連 れて くる こ とが で きなか ったの です。後 にな っ

て わか ったの ですが，私 たちは当時，研 究 に没頭 していて霊

的な事柄 に は関心 の薄 い仲 間 に多 くの時間 をか けす ぎて い

たの です。 自分 のす ぐ身近 に い る人 の方 が はるかに福音 を

受け 入れやす い とい うこ とが わか ったのは， その時 です 。

もう一度機会 を

サタンが主のみ業 を妨害するために使 う手 口のひとつは，

教会員や宣教師に，集会への出席や宣教師の レッスンを断

わった人はすでに機会があったのだか ら， と思 い込 ませ る

こ とです。 しかし，改宗す るまでに何組 もの宣教師か ら教

えを受けた改宗者が多いことを考 えると，人に とっていつ

が福音 を聞 き， また受け入れるのに適切な時であるかはだ

れに も決め られないこ とがわか ります。

パウロは言っています。「わたしは植え，アポロは水をそ

そいだ。しか し成長させて下 さるのは，神 である。」(1コ

リン ト3：6)も しアポロが，パウロの伝道によって改宗 し

なかった人々に働 きかけなかったとしたら， どうなってい

たで しょうか。努力が実を結ばないように見えると，落胆

して しまう人がいます。また，時機や計画のまずさを反省

す る人 もいれば，たとえ神が成長 させて下さるとは言え，

将来本当に改宗 してくれるかどうか気がか りで心 を痛め る

人も少なからずいます。

主が神権者に与られた勧告は，私 たちが人々 を神 の王国

に導 く時にも応用で きるように思います。私たちは，ただ

説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる愛 とによって， また親

切 と浄 き知識すなわち偽善にあ らず妊智にあ らずしてその

人を甚だ大 いならしむるものによって，導かなければなら

ないのです(教 義 と聖約121：41-42参 照)。

私たちがこの伝道の業に忠実に励む時，主はその努力 を

認めて下 さるでしょう。主はこう約束 して下さっています。
「すなわち，われ汝 らの罪 を許 してこの誠命を与 う。その

誠命 とは，汝 らに伝 えたるこれらのことを全世界に証する

に，汝 らの心の中に厳かと祈 りの精神 とを固 く執 りて失わ

ざることな り。」(教 義 と聖約84：61)
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は オー ス トラ リア の シ ドニ ー に住 ん でいた 時， 刑務 所私
に収容 されていた常習犯罪者に，作文の書 き方を教 え

るよう依頼 され ました。しか.し最初私 は断わ りました。刑

務所で犯罪人 を教 える気など毛頭あ りませんでしたし，考

えただけで恐ろしかったか らです。それに当時の私は， 自

分 自身まだ学ぶ身分でしたので，十分 な知識があ りませ ん

で した。

それから3ヵ 月後，私は再び依頼を受けました。 しか し

この度はその場です ぐに引き受けました。何かに促 された

のだと思いますご というのは，考 える間 もな く，そのよう

に返事 をしてしまったか らです。私は毎週土曜 日の朝，刑

務所に通いました。しか し，10カ 月後に仕事が忙 しくな り，

また試験 を受けなければならない という余儀iない理由でや

めることにな りました。けれ どもこの期間に，私は，すべ

ての人は神に とって大切な存在であ り，彼らにも福音 を聞

く機会を与 える必要のあることを知 りました。

私は最初の 日か ら宗教家だと言われて嫌われました。「あ

んたは俺たちと違 う。宗教家だ。俺たちには宗教 など必要
ダ

ない」 と言われ ました。私 はた だ作 文 の書 き方 を教 え るだ

けです と繰 り返 し話 しま した。 その 日は9時 か ら12時 半 ま
ザ'で刑務所 に い ましたが

，帰 る頃 は くた くた に疲 れ てい ま し

た。

・2回 目は， 少 しよ くな って き ました。 そ して， あ る程度

教 え るこ とが で きま した。で も次の週 の土 曜 日は， また以

前 と同 じで した。授 業が始 まるや ，彼 らはこ う言 い ま した。

「あんた は俺 た ち と違 う。話 し方 も， 考 え方 も， す るこ と

も違 う。俺 た ちはこれ まで あんた につ いてい ろい ろ話 し合

って きた。それ で俺 たちの 中のふ た りが， あ んたは モル モ

ン じゃないかって言ってい る。あんたはモルモンなのかい?」

私 は唖 然 として しまい ました。彼 らが私 の宗 教 につ いて

考 えて いた とは思 って もみ ませ ん で した。私 は もっ とか ら

か われ るだ ろ うとは思 い ま したが， とにか くモルモ ンであ

る こ とを告 げ ました。 す る と，彼 らは この よ うに言 い まし

た。「聞 か なか っ た方 が よか ったか も知 れ ないな あ。もうあ

れや これや と推 測す るこ とが で きな くな って しまったか ら

な。で も，や っぱ り知 って よか った 。」 その 日以来，私 は福

音 の質 問攻め に あい ま した。教会 の こ とを教 えるはず では

なか ったの ですが， 授業 を始め る前 に まず福 音 を教 え るよ

うになっ て しまい ました。彼 らは作文 をよ く書 き， よ く学

び ま した。私 は教会 の教 えにつ い て話 す時 間が十分 とれ る

よ う， 彼 らの作文 を家 に持 ち返 り， それ を添削 しました。

彼 らの 中に， ケ ビン とい う人が い ま した。ケ ビ ンは イエ

ス につ いて美 しい物語 を書 き ました。 また，刑務 所に入 る

以前 ，宣教 師 に会 ったこ とのあ る人が い ました。彼は ピー

ター といい，宣教 師 の名刺 とモル モ ン経 を持 って いま した。

ピー ター は福 音 に対 して心 を和 らげ ま した。 もっひ とりの

犯 罪者 ラル フには，宣 教師 に会 わせ て ほ しい と， 時々頼 ま

れ ま した。 ラルフ はモル モン経 を読 み， 断食 と祈 りに よっ

て，真理 に対す る証 を得 たの で した。

彼 らは教会 の出版物 や モル モン経 を特 別 な 目で見 ていた

こ とは確 か です。 とい うのは，宗 教 に関す る書物 は嫌 われ，

破 られ るのが 常だ ったか らです 。聖書 で さえたば この巻 き

紙 に使 わ れた程 です 。

私 た ちは脚の不安 定 なテー ブル を囲ん で勉 強 してい ま し

た。 そ うした ある 日，毛布 で覆 わ れた何かが ，丸 く囲ん だ

椅子 の 中央 に置か れて い ま した。毛布 を取 り除 くと， そこ

に は2週 間 もの期 間 をか け，心 を込 めて作 られ たテー ブル

が あ りま した。手 の込 んだ鉄 製の脚 を持つ 丸 いテー ブルで ，

塗装 が施 され てい ま した。私 が猫 の好 きな こ とを知 ってい

たので， テー ブルの上 には灰 色の猫 の顔 が描 いてあ りま し

た。私 はその贈 り物 に深 く感動 し， 心か ら感謝 しま した。

誇 りを持 ってお話 で きるこ とは， 私 の クラスが一番 人気

が あ り， 毎週平均10人 の生徒 が 出席 した とい うこ とです 。

それ は私 が その クラスの教 師 であっ たか らではな いこ とを

十分 承知 してい ます 。そ れは， クラスで イエ ス ・キ リス ト

の福 音 につ いて話 し合 ったか らで した。 また， メモ用紙 に

書 か れた数 限 りない質問 に対 す る答 を準 備 して行 くの も，

時間 外の私 の仕 事 のひ とつ で した。 これにつ いて は神権 者

た ちが私 を助 けて くれ ま した 。

私 は この仕事 が好 きです 。 また この よ うな機 会が あれば，

喜 ん でお受 け したい と思 って い ます 。そ の時は適切 に計画

し準備 し， クラスの要請 に応 じて福音 を率 直に教 え るよ う

に したい と思 い ます 。今考 えてみ る と， あの時は， だれか

が ラルフ に福 音 を伝 えるべ き時だ ったの だ と思 い ます 。彼

に は，福 音 を受 け入れ る備 えがす でにで きて いたのです。

私が 彼の もとに送 られたの は， 彼 に近 づ く方法が私 に備 え

られて いたか らに他 な りませ ん。私 は今 なお，彼 と文通 を

続 けて い ます。
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あなたの教会について

話して下さい

ジ ョ ー ジ ・D・ ドウ ラ ン ト

マ ツ トは15歳 の高校生 ℃ 彼の通 う学校 に1まモル モ ンが
12人 しか いなか った。 その ひ と りであ るマ ッ トが， あ

る問題 で決 断 を迫 られ た こ とが あった。 クラスの規則 で は，

生徒 が正誤 問題 の言葉 を換 え るこ とは禁 止 されて いる。 そ

の規 則 を破 らず に15番 の問題 に正 し く答 え るには， どうす

れば よいのだ ろ うか。マ ッ トは その問題 を読 み返 した。

「モル モ ンの予 言者 であ る と主張 してい るジ ョセ ブ ・ス

ミスは， モルモ ン経 を書 いた。正 誤」

この問題 に正 し く答 えれば ，満 点が採 れ る と思 った。 し

か し， この ような問題 には どう答 えた らよい のだ ろ うか。

教 師は 「正 」 とい う回答 を期待 して いるのだ ろ うが， 実際

は 「誤」 であ る。

答案用紙 を提 出す る時間 にな った。マ ッ トはす ぐに答 え

を書か なければ な らなか った。彼 は急 いで，「と主 張 して い

る」とい う言葉 を削除 し，「書 いた」とい う箇所 に線 を引 い

て 「翻 訳 した」と訂正 した 。そ して， 「正 」の方 をは っ き り

と丸 で囲 んで提 出 した。

翌 日，教 師は 出席 を と り終 わる と，「マ ッ ト，立 ちな さい」

と言 った。

マ ッ トは立 ち上 が った。

教 師 は厳 しい調子 で，「15番 の問題 の言葉 を換 えた理 由 を

話 しな さい」 と言 った。

マ ッ トは その 問題 をは っ き りと覚 えてい た。彼は にっ こ

り笑 うと次の よ うに答 えた。「それ は， ジ ョセ ブ・ス ミス は

予言者 であ って， 予 言者 であ る と主張 して いるの では ない

か らです 。 また， ジ ョセ ブ ・ス ミス はモル モン経 を翻 訳 し

たの で， 書 いたわけ では あ りませ ん。」

「時間は好 きなだ け とって よいか ら
， 君 たちモ ルモ ン を

今 の ように した もの は何 なのか， 前 に来て私 た ちに話 して

くれないかね 。」

マ ッ トは喜 ん で クラス のみ んなに教会 につ いて話 を した。

こ うして彼 の答 えは認め られ たので あ った。

私 た ちが その町 に住ん で いた時，子供 たちは様 々な機会

をとらえて，他 の人々 に教 会 につ いて話 を して きた。福 音

につい て友 人た ちに話す機 会 を毎 日持 つ こ とは，子 供 た ち

に とって楽 しみ であ った。

私 た ち家族 の伝道 ぶ りを説 明す るな ら， 自然 に とい う言

葉ほ ど最適 な ものは ないだ ろ.う。 ただ 「自然」 の機 会 を大

切 にす れば よい。無理 に行 な う必要 は ないの であ る。見 る

目 と聴 く耳 を持 ち， 心 を常 に開 いて いただ きたい。 そ うす

れば，主 と主 の教 会 につい て話す機会 を数 多 く持 て るで あ

ろ う。
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私たちは子供たちに，彼 らの務めはすべての人々を改宗

させ ることではないことを，はっきり理解 させ ようとした。

子供 たちには，教会のことをすべての人々に自然に教える

機会 と特権が与 えられているのである。

私たちは快活で好意的で，教会の標準を守 るならば，福

音に関す る事柄 を話題にして話ができることを知っていた。

人を強いて改宗 させようとす ると，やがて自分が威圧的に

なっていることに気付 くであろう。そ うした行為は非常に

不 自然である。

例えば，長男に高校の卒業式で話す機会が与えられた時

のことである。息子は初め，教会についてた くさんのこと

を話そ うと思った。 しか し，式に列席する人々の宗派は様

様 であるため，教会について話す ことは不 自然であるよう

に思えた。

そこで，彼は次のような言葉でごく自然に話 を結んだ。
「私が3年 前この高校に入学 した時，だれひ とりとして知

っている人はいませんでした。私はほかの土地か ら来たの

です。でも今，私の心は皆 さんとの楽 しい思い出で満ちあ

ふれています。皆 さんの親切や友情によって，私はこの町

とこの町の素晴 らしい人々を愛するようになりました。こ

の町は私のふるさととな り，この学校は私の母校 とな りま

した。私にこのような気持 ちを抱かせて下さった皆さんに，

ひ とつの言葉 を引用 して私の気持 ちを述べたい と思います。

それは，『まさにこの地だ』という言葉です。これは偉大な

モルモンの予言者が，かつて西部において新 しいふ るさと

となる地を見つけた時に言った言葉です。そして私に関 し

て言 うならば，『まさにこの地』この町こそが私 のふ るさと

です。」

人々は立ち上がると， しばらくの間，拍手かっさい した。

息子の自然で非の打ち所のない誠実な思いは，列席者の心

を捕え，多くの人々の心の扉を開いたのである。

友好的でしかも幸福 な人生を送 っていても，そのこと自

体が，数学の教師が生徒に代数を教 えるように教会の教義

を人々に教えはしないことは， もちろんである。

しか し，友好的な人は友人 との自然な会話の門戸を開 き，

宣教師 との集会を持てるように助けることができる。

私たちは家族でよく旅行 をし，たびたび喫茶店で食事 を

した。ウエイ トレスがコー ヒー を運んで来ると，私 たちは
「コーヒーは飲み ませ んので結構 です。私 たちはモルモン

なんです」 と自然に答えた。
「私たちはモルモンです」 とい う言葉は，ごく自然に，

容易に，言うことができる。話が弾んで くると，やが て住
ザ1所を聞き

，宣教師が訪問できるように手はずを調える。

私たちは子供たちに，人々か ら声をかけ られるような親
・切 な人にな らなければならないと教えた。また，ある人か

ら教会についていろいろ問われて も，それは必ず しも私た

ちに対する非難であると考えてはならないことを告げた。

私たちの信条が批判されて も，怒ってはな らない。論争 し

たり，横柄な態度をとったりせずに，笑顔で答えなければ

ならない。彼 らはただ理解 していないだけのことであるこ

とを，私 た ちは知 る必要 が あ る。

私 た ちが 引っ越 した東部 の町に は， モ ルモ ンはご くわず

か しか住 ん でいなか った。 そ こで私 た ちは， わが家 でパー

テ ィー を開 いて近所 の人々 を全 員招 いた 。それ程大勢 は来

な いだ ろう とい う予期 に反 して，招待 した人はすべ て来て

くれ た。 そのため に， わが家 は招待客 で一杯 に なった。 と

ころが ，彼 らがお互 いに顔 を合 わせ たの は， その時 が初 め

てだ とい うこ とであった。

パー テ ィー は遅 くまで続 いた。や がて一家 族 を残 し， 彼

らはそれ ぞれ帰宅 した。残 った家族 は カ トリック教徒 で あ

り，私 た ちの家か ら道 を下 った所 に住 ん でいた。 また， そ

の子供 た ちは私 たちの子 供 た ち と同 じ年齢 であ った。その

パー テ ィー は，彼 らと友情 を深め る きっか け となった。彼

らの子供 たちは わが家 に来 て， 息子 た ちはバ スケ ッ トを，

娘 たちはか くれんぼ をして遊 んだ。

暑 い夏 の夜， 子供 た ちが一 緒 に遊 んで い る間，私 たち両

親 は共 に ホタル を眺 めた り， い ろい ろなこ とにつ いて談 笑

した。友情が 深 まって くる と， 彼 らは この ように尋 ねて き

た。 「お宅 のお子 さんた ちは， とて も適応性 が あ り，や さ し

いです が， どの よ うに して しつけ たのです か。」 「ほ とん ど

は教会 や家庭 の夕べ で教 え ます。初 等協会 で もいろい ろな

こ とを学 んで きます よ」 と私 た ちは答 えた。す る と彼 らは，

「うちの子供 た ち も是非
， お宅の お子 さんの よ うに した い

ですわ」 と言 った。

私 た ちは彼 らを家庭 の 夕べ に招待 した。彼 ら も私 たち を

招待 して くれた 。 しか し， それ です べて が終わ ったわけ で

はない。 もっ としなければ な らない こ とがあ った。 そ こで

私 た ちは宣教 師 をわが家 に招 き， その家族 をも招待 した。

彼 らの子供 たちは宣教師 が本 当に好 きにな り，「僕 た ちの

家 に来 て，教 会 につ いて話 して よ」 と宣教 師に頼 んだ。 そ

こで宣教 師た ちはその家庭 を訪 問す るこ とに した。 ところ

が 両親 は，「教 会 につい て私 た ちにお話 した い とおっしゃる

んですか」 と言 った程度 の関心 しか なか った。 こ うして，

宣 教師 は私 たちの教 会 につ いて話 した。 けれ ど も彼 らは カ

トリック教 会 に強 く固執 し，改宗 しよ うとしなか った。 そ

の町 を去 る時 に一 番寂 しか ったこ とは， 愛す るその家族 に

別 れ を告 げ るこ とであ った。昨年 の夏， その家族 の子供 た

ちがユ タに住む わが家 の息子 た ちに会 いに きた。 これか ら

もまた来 るこ とだ ろ う。

教会 貝の 中には，伝道 活動 を喜 ん で行 な う人 もいれば，

それ を重荷 に感 じ，人 々に強要 した くない と思 う人 もいる。

しか し， わが家 の子供 た ちはだれに も強い るこ とな く，教

会 につ いて ご く自然 に話 して きた よ うに思 う。 こうす る と，

すべ ての人 とは言 わないが， 多 くの 人が私 たちの教 会 に関

心 を示 す こ とだろ う。 関心 が あ りそ うな人 には， 宣教師 を

紹介す るこ とがで きる。私 たちの経験 か ら して一番難 しい

こ とは，「宣教 師に御家 庭 を訪 問 して もらい ましょ うか 。彼

ら とお話 しにな ります か」 と聞 くこ とで あった。 しか しそ

れ も， あなたの好 きな人， あ るいは愛 してい る人に な らば，

自然に行 なえ るこ とだ ろ っ。
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教 頷 でない些 教会への難 を持たせるにはどうすれ
ば よいだろ っか 。 この質 問に は， 様々 な よい答 えが返

って くるこ とだ ろ う。だが，最 も効果 的 な方 法は どれ だろ

うか 。最 近改宗 した数 名の 人々に この質問 をして みた。 彼

らの話や 熱意， またア イデ ィアか ら， 会員 の伝 道 活動 を進

め る上 で役立つ 何か を学 べ る もの と思 う。

「伝 道 です か?」 肩 まであ る長 くきれ いな黒髪 の17歳 の

少女 スア ン ・ヤ ッツ ィー はに っこ りと笑 った。 スア ンはニ

ュー メキ シコ州 の シップ ロ ック出身のナバ ホ ・イ ンデ ィア

ンであ る。彼 女 は 目を 輝 か せ て こう言 った。 「教 会 に興

味 を もたせ る最 も良 い方法 は， その人 と友達 に な るこ とで

す。」

スア ンが教 会員に な ったのは2年 前の こ とであ る。 彼女

はその改宗の模 様 を次の ように語 って くれ た。「末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 に入 る前 か ら， 私 たちは この世 を去 る

と，私 た ちよ りも先 に亡 くな った友 人や親戚 の 人々 に会 え

ると信 じて い ました。 です か ら，私 の通 って いた教 会 の牧

師 さんか ら， 『死ん だ後 に先 祖 に会 える とい う考 えは間違 っ

ている』 と言 われ た時，私 は その教会 を信 じられな くな っ

て しまい ま した。 そ こで私 は どの教会が 真実か主 に尋 ね ま

した 。そ して主が祈 りに答 えて下 さるな らば，戒 め を守 る

と約束 したのです。」

スア ンはイ ンデ ィア ン保 留地 外の高等 学校 に入 りたか っ

た。 それ でユ タ州 リッチフ ィー ル ドのイ ンデ ィア ン教 育プ

ログ ラム に参 加 を勧 め られ た時，す ぐに それ を承諾 した。

リッチ フィー ル ドで はイ ンデ ィア ンの生徒 た ちは皆， 寄宿

舎 に住み，地 元 の学 校 に通学 して いた。

寄宿 舎 で働 いてい る人が スア ン とほか に数 人 の友達 を家

庭 の夕べ に招 待 して くれ たが ， スア ンは別 に行 きた い とも

思 わなかった 。「当時 ，私 は モル モン教 会 につ いて よ く知 り

ませ ん で した し， 好 きに なれ るか どうか わか らなか ったん

です 。 で も，友達 に誘 われ る ままに行 ってみ ま した。 けれ

ども，私 はす ぐに教会 に興味 を覚 え ま した。 そ こで聞 いた

こ とが とて も素 晴 ら しか ったか らです。

しば ら くして，私 がモ ルモ ン経 を続 んで見 る と，何 とな

く聞 いた こ とのあ る話が あち こちに あるんです 。私が まだ

子供 の 頃，祖母 は私 に いろい ろなナバ ホの伝 説 を話 して く

れ ま した。 そ して， 大 いな る白い神が いつか帰 って 来 られ
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る話 を祖母 か ら聞 いたの で した 。」

スア ンは この福 音 をで きるだ け 多 くの 人々 と分 か ち合 い

たい と思 っ た。つ い最 近 も，親 友の エ ロウイ ズ ・メイル ズ

が宣教師 の レ ッス ン を終 えて， バ プテスマ を受 けた ばか り

であ る。そ の時の こ とをスア ンは こ う述 懐 して い た。 「監

督に親友 を連 れて 来 るって約束 したんです 。 それで エ ロヴ

イズを連 れ て行 ったの です。 もちろん， エ ロウイ ズは教 会

につ いて もほ とん ど知 りませ ん で した。私 だ ちが監督 を待

ってい る と， 丁度 そ こに宣教 師が通 りか か りま した。 そこ

で私 は彼 らに今 晩約束 が あ るか どうか尋 ね ま した。 す る と

『ない』 とい う返事 なので
， そ れで は私 の友達 を教 えて下

さい と言 って，約 束 したん です 。」

マサ チューセ ッツ州 ス プ リン グフ ィール ドのデ ィビ ッ ド・

ウ ォフナー(22歳)の 場合 も，友 情が 彼の改宗 の大 きな助

けに なって い る。

現在， ユ タ州 ソル トレー ク伝 道部 で宣教 師 として働 いて

い るウ ォフナー長 老は，伝 道 におけ る友情 の果 たす役割 に

つ いて次 の よ うに述べ てい る。`

「私 は高校 を卒 業 した時，家 を出て働 こ う と決 心 しまし

た。そ してバー ジニ ア州 に仕事 を見 つけ， 親 しい友 人 と一

緒 にそ こに住む こ とにな りました。その 時のル ーム メ イ ト

の中に， モル モ ンが いたの です。私 た ちはす ぐに よい友達

にな りま した。何 で もり 緒 に し，何 で も話 し合 うよ うに な

りました。彼 はいつ も心か ら私 に思 いや りを示 し'て くれ ま

した。つ ま り， きっか け は友達 だ?起 のです 。 多分 友達 に

な る以上 に大切 な こ とは ない と思 い ます よ。」ウォフナー長

老は こ り言 ってい た。

「それか ら彼は私 をヤ ン グア ダル トの活動 に招待 して く

れ ま した。 そ して みん な私 を歓迎 して くれ ました。初め て

の私 と知 り合 えた こ とを心 か ら喜 ん でい た ようで した 。み

ん な， 私が これ まで付 き合 って きた友達 と違 ってい ま した。

雰 囲気 が全 く違 うん です 。

私 が活動 に参加 し教会 の集会 に も出席す るよ うに な る と，

会 員た ちはいつ も私 を尊 敬 し， 大切 に扱 って くれ ま した。

そ して， だれ も私 が ほかの教会 の会 貝だか ら と言 ってのけ

者 にす る ようなこ とはあ りませ ん 。 こ うして私 は， いつ も

彼 ら とい るこ とが 楽 し くな って き ました。」

ウォフナー長老 は それ で もまだバ プ テスマ を受 け る とい

う決心 はつか なか った よ うであ る。

「マサ チ ュー セ ッツ州 か ら一 緒 に来 た親 友(彼 も一 緒に

住 ん でいた)も レ ッス ンを受 け， 彼の方 はほ とん どバ プ テ

スマ を受 け るばか りにな ってい ま した。 で も私 は宣 教師 が
悌㍉

来ると，何 とか理由をつけて抜け出していました。私の障害

は，何が起こるかわか らないことからくる恐れだけでした。
'すでに主に仕える決心は していたのですが

，ただ時間が必

要だったのです。そんな煮え切 らない私でしたが，だれ も

それ をとがめた りはしませんでした。友達 も辛抱強 く私を

見守 り，いつ もよい友達でいて くれました。そんなことが

あってようや くバプテスマ を受ける決心がついたのです。

常に誠実であることは，伝道活動の最 も大切な要素 では

ないで しょうか 。 も し皆 さんが誠意 を持 って人 に接 し，真

の 友達 とな るな らば， その 人は必 ず福音 に心 を向け るはず

で す。教 会 員に とって大切 なのは，教義 を教 え るこ とよ り

も，種 を蒔 くこ とだ と思 い ます 。良 い模 範 を示 す こ とも大

切 です 。 自分 だ けが福音 の原 則に従 って生活 をしていて も

十分 で はないの です。 出かけ て行 って，福 音 に従 う生活の

良 さを人々に示すべ きだ と思 い ます 。 自分が モル モンであ

るこ とを恐 れず 人々に知 らせ るべ きでは ないで し ょうか。

私 は 自分が モル モンで あ るこ とを人に話せ るの を大 きな喜

び として い ます。」

忍耐 も伝 道活動 に欠 くこ とので ぎない要 素 であ る。 シン

デ ィー ・ドクスター(15歳)と その妹 のテ ィナ(14歳)も ，

バ プテ スマ を受 け る前 に2年 ほ ど教会 の活動 に参加 して い

た。 シンデ ィー は， モルモ ンの家庭が 親切 であ るこ とや，

友達 が連 れて行 って くれた 活動 の素晴 ら しさに感動 した。

しか し，バ プ テスマ を受け る決心 はつ か なか った。

「教会 の会員 た ちは私 たち をその まま受 け入 れて くれ ま

した。別 に ああ しなさ い とも， こ うしな さい とも言われ ま

せ ん で した。 それが とて もよか ったんです 。」 友達 も温か く

見 守 って くれ，あ る時，その うちのひ とりか ら， 「ど う，宣

教 師 の レッス ンを受 けて みな い?」 と言 われ たシ ンデ ィー

は即 座 に 「はい」 と答 えたのだ った。 シンデ ィー とテ ィナ

は，友達 や学校 の科学 の先 生に励 まされ， つ いに今 年 にな

ってバ プテ スマ を受 け た。 しか も彼 らにバ プ テスマ を施 し

たの は，科学 の先生 の ラ リー ・ア ンダー ソン兄 弟だ った。

アイダ ホ州 ケロ ッグのバ イオ レッ ト・ウ ィル ソン(18歳)

も，教 会 の活動 に数 年 間参加 してか ら教 会 に入 ったひ と り

であ る。 彼女 は， 自分 が教 会 に入 る気持 ちにな った一 番大

きな理 由 は，教会 員が 自分 を仲 間 として扱 って くれ たか ら

です と言 って いる。

クレ ッグ ・ロジ ャー ズ(21歳)は 伝 道活動 につ いて こ う

述べ ている。「人々 を感化 す る一番良 い方法 は，自分が 信 じ

てい る通 りの生 活 をす るこ とです。 あ りの ま まの 自分 を示

す よ うに し， 人に見せ るため に 自分 を飾 るよ うなこ とが あ

って はな らない と思 い ます。私 をこの教会 に導 いて くれ た

のは， そ うい う正 直 な生活 を して い る人々 で した。彼 らに

とて も感謝 してい ます 。 そ して，私 も同 じよ うに で きれば

と思 ってい ます 。 人に福 音へ の関心 を持 たせ よ うとす る時

に何十 回 とな く失敗す るか もしれ ませ ん。 しか し，1回 で

も成功す れば それ で十 分 に価値 が あ る と思 い ます 。私 を助

けて くれた 人々 も， 多分何 回 も失敗 した と思います 。」

本 当の友達 にな るこ と，相 手の価値 や信 念 を尊重 す るこ

と，忍耐 を もって見守 るこ と， 自分 の あ りの まま を出す こ

と，良 い模 範 を示す こと，会 員同士 が 閥 を作 って非教 会員

を受 け入れず， 締め 出 した りしない こ と， これ らは最 近改

宗 した人々が会 員 の伝 道活動 をよ り効 果 的に行 な うため に

提 案す る幾つ かの方法 で ある。

最：後 にスア ン ・ヤ ッツ ィー は伝 道につ いて こ う述べ てい

た。

「伝道 です か?と にか く行 な うことです ね
。」
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日本人初の教会幹部召される

菊地良彦長老御夫妻

10月1日(土)，2日(日)の 両 日，ユ タ州 ソル トレー ク・

シテ ィー のテ ンプル ス クェアの タバナ クルで，予 言者 スペ

ンサー ・W・ キ ンボー ル大管 長 の管理 の下 に， 第147回 半 ・

期 総大会 が盛大 に催 され た。 そ して，初 日の 午前 の一 般大

会 で，七 十人 第一 定 員会会 員 として3名 の教会 幹部 が召 さ

れた。今 回の大 会 で特 筆すべ きこ とは， 菊地 良彦長 老が 日

本 人 として初 めて教会 幹部 に召 され た こ とであ ろ う。

以下 に掲載す るのは，10月1日 発行 の 「チ ャー チニ ュー

ズ」 の記事 の 抜粋 であ る。

「大管 長会 は
，3名 の兄 弟す な わち合衆 国の前伝 道部長 ，

ドイツの地 区代 表， 日本 のス テー キ部 長 を， 七十 人第一 定

員会会 員 として召 す こ とを発表 した。

この召 しは，10月1日 に開 かれ た第147回 半 期 総：大会 の

最 初 の一 般大 会 で会 衆 に発表 され た もの であ る。今 回この

召 しを受 けたの は， ソル トレー ク ・シティー 在住 の ヒュー ・

ウォー レス ・ピ ノッ ク長 老， ドイツの ドル トム ン ト在 住の

R・ エ ンツ ィオ ・ブ ッシ ャ長 老， な らびに 日本 の東京 在住

の菊 地良彦 長老 の3名 で ある。

この新 たな召 しに よって， 七十 人第一 定員会 の 人数 は，

合計44名 とな った。……

菊地長 老は，1974年10月 以 来， 日本東 京 ステー キ部 の部

長 を務め てお り， その前 の責 任 は， ステー キ部長 会の 第一

副 ス テー キ部長 で あ った 。

長 老 は，1941年?月25日 ， 日本北海 道室蘭 市 で菊地初雄 ，

コヨ夫妻 の 間に生 まれ，1964年8月24日 ， 越谷登志 子姉妹

と結婚 した。

また長 老 は，1969年 に 日本伝 道部 の第二 副伝道 部長 に召

され てい る。そ れ までの責 任 は東京 西支部(現 在 の東京 第

3ワrド 部)の 支部 長 で あった。

さ らに，北 部極東伝 道部 におけ る専 任宣教 師， そ の後1

年 間の建築 宣教 師 の経験 もあ る。

長 老の 出身校 は亜細亜 大学 で，現 在，`日本 の レナ ウ ェア

支社 のセ ール スマネー ジャー を務 めて い る。」(「チャーチニ

ュー ズ」1977年10月1日 よ り)

◇ お 詫 び訂 正 ◇

聖徒 の道9月 号 に下 記の誤 りが あ りましたので， お詫び して訂正 い た します 。

p.394，3段 目上 か ら7行 目お よびp.396，1段 目上 か ら5行 目の 「コロ ンビア時

代 」を 「コロンブ ス以 前 の時代 」に訂正 い た します 。
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